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行 政 と み な さ ん を 結 ぶ

　
マ
ラ
ソ
ン
日
和
と
な
っ
た
２
月
21

日
（
日
）
、
第
39
回
カ
メ
リ
ア
マ
ラ

ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
大
会
よ
り
一
般
男
子
健
康
マ
ラ

ソ
ン
の
部
（
５
㎞
）
が
新
設
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
例
年
よ
り
多
い
１
，

１
０
４
名
の
参
加
申
し
込
み
が
あ
り

ま
し
た
。

　
午
前
９
時
30
分
に
は
10
㎞
の
部
４

１
８
名
が
、
５
分
後
に
は
５
㎞
の
部

５
３
５
名
が
元
気
よ
く
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

あんこ衣装でゴール
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平
成
22
年
　
第
1
回
大
島
町
議
会
定
例
会

町
長
所
信
表
明

「
健
康
」
へ
の
安
心
安
全

　
平
成
22
年
度
当
初
予
算
を
上
程
す
る
に

あ
た
り
、
私
の
所
信
を
申
し
上
げ
、
議
員

並
び
に
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
２
０
０
８
年
９
月
の
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
金
融
危
機
は
世
界
経
済

に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
、
１
９
２
９
年
大

恐
慌
以
来
の
世
界
同
時
不
況
に
発
展
し
ま

し
た
。
日
本
経
済
で
も
、
一
昨
年
の
第
４

四
半
期
と
昨
年
第
１
四
半
期
の
実
質
的
国

内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
成
長
率
は
前
年
比

で
年
率
10
％
を
下
回
る
な
ど
深
刻
な
不
況

の
様
相
を
深
め
て
お
り
、
最
悪
期
を
脱
し

た
と
は
い
え
、
厳
し
い
雇
用
情
勢
、
デ
フ

レ
や
円
高
に
よ
る
「
二
番
底
」
の
リ
ス
ク

が
懸
念
さ
れ
、
将
来
へ
の
不
透
明
感
は
払

し
ょ
く
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
政
権
交
代
に
よ
っ
て
生
じ
た
政

治
の
混
乱
は
与
党
の
政
治
と
カ
ネ
の
問
題

で
拍
車
を
か
け
さ
ら
に
深
刻
化
し
て
お
り

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
私
た
ち
が
頼
み
と
す

る
東
京
都
に
お
い
て
も
20
、
21
年
度
の
２

年
間
で
税
収
は
１
兆
１
千
億
円
も
の
マ
イ

ナ
ス
と
な
り
、
景
気
後
退
の
激
し
さ
を
物

語
っ
て
お
り
ま
す
。

　
22
年
度
の
当
初
予
算
を
編
成
す
る
に
あ

た
り
、
こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
現

在
実
行
中
の
財
政
健
全
化
５
カ
年
戦
略
プ

ラ
ン
を
基
に
「
住
民
の
安
心
安
全
」
と
い

う
視
点
に
重
き
を
お
き
編
成
し
ま
し
た
。

　
次
に
22
年
度
の
一
般
会
計
予
算
規
模
は

73
億
５,
５
０
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
６
億
８,
９

０
０
万
円
、
10
・
３
％
の
増
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
増
額
の
主
な
要
因
は
防
災
無
線
中
継
所

の
改
修
や
子
ど
も
手
当
、
つ
ば
き
小
・
第

三
中
学
校
の
改
築
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
例
年
同
様
厳
し
い

予
算
編
成
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
議
員
の
皆
様
も
既
に
ご
承
知
の
と
お
り
、

平
成
19
年
度
決
算
よ
り
一
般
会
計
の
み
な

ら
ず
特
別
会
計
を
含
め
た
連
結
決
算
と
い

う
考
え
方
の
財
政
指
標
化
が
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
平
成
20
年
度
の
連

結
決
算
に
お
い
て
は
赤
字
を
出
さ
な
い
た

め
に
国
保
事
業
勘
定
の
累
積
赤
字
に
対
し

て
ご
協
力
を
い
た
だ
き
２
億
５,
０
０
０
万

円
を
補
て
ん
い
た
し
ま
し
た
。

　
平
成
21
年
度
３
月
補
正
予
算
に
て
、
総

額
１
億
円
と
な
る
補
て
ん
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
満
足
な
成
果

と
は
な
ら
ず
、
３
月
二
次
補
正
予
算
で
更

な
る
増
額
補
て
ん
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す

が
早
期
に
財
政
健
全
化
を
図
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
こ
で
少
し
起
債
に
つ
い
て
ふ
れ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
町
は
財
政
健
全
化
戦
略
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
が
、
平
成
16
年
に
は
76
億
９,
６
０

０
万
円
あ
っ
た
起
債
が
21
年
度
末
で
70
億

６,
３
０
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
な
る
減
少
を
め
ざ
す
訳
で
す
が
、

そ
れ
に
は
議
員
・
住
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
重
ね
て

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
主
な
新
規
事
業
■

●今月の目次
町長所信表明
議会定例会
平成22年度当初予算主な事業
65歳以上の方の介護保険料
長寿(後期高齢者)医療制度保険料
各種手当の案内
ご利用ください! 子ども家庭支援センター
教育委員会からのお知らせ
町長発思
ごみを考える
けんこう情報
まちのわだい
プラザ
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2p
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●総務課

●町長室

●観光課

●教育文化課

（●～●の課）

●議会事務局

（●の課）

●会計室

●住民課

●住民課（住民係）

●税務課

●福祉けんこう課

●水道課

●生活環境課

（●～●の課）

●産業課

●建設課

（●～●の課）

●消防本部

（●の課）
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現
在
大
島
医
療
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
腹
部
超
音
波
（
エ
コ
ー
）

健
診
に
つ
い
て
、
よ
り
精
度
の
高
い
健
診

の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
各
種
が
ん
健
診
の
う
ち
、
乳
が

ん
に
つ
い
て
は
従
来
の
超
音
波
（
エ
コ
ー
）
・

視
触
診
に
代
え
て
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
健

診
を
実
施
し
、
健
診
精
度
の
向
上
と
受
診

率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
こ
ち
ら
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
40
歳
以

上
の
方
は
１
／
３
の
２，
５
０
０
円
、
40

歳
未
満
の
方
は
２
／
３
の
５，
０
０
０
円

が
そ
れ
ぞ
れ
住
民
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
昨
年
度
猛
威
を
奮
っ
た
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て
で

す
が
、
昨
年
度
の
接
種
対
象
者
は
「
妊
婦
」

「
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
」
「
幼
児
」
「
小

学
１
〜
３
年
生
」
「
１
歳
未
満
の
保
護
者
」

「
優
先
対
象
者
の
う
ち
身
体
上
の
理
由
に

よ
り
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
な
い
者
の
保

護
者
等
」
「
小
学
４
〜
６
年
生
」
「
中
学
・

高
校
・
高
齢
者
」
の
順
で
受
け
付
け
し
て

い
ま
し
た
が
、
本
年
度
（
22
年
３
月
か
ら
）

は
一
般
の
方
に
つ
い
て
も
接
種
対
象
と
な

り
、
負
担
費
用
の
３，
６
０
０
円
は
、
非

課
税
世
帯
に
つ
い
て
は
優
先
接
種
者
同
様
、

町
が
全
額
助
成
し
ま
す
。

　
現
在
の
医
師
住
宅
等
は
、
医
療
セ
ン
タ

ー
か
ら
離
れ
て
い
る
も
の
と
、
東
京
都
等

か
ら
借
用
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

借
用
し
て
い
る
住
宅
の
中
に
は
、
老
朽
化

し
て
い
る
建
物
が
あ
り
、
危
険
も
伴
い
支

障
を
き
た
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
こ
の
離
島
で
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
確
保
す

る
た
め
に
は
、
一
定
の
住
宅
を
提
供
す
る

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　
医
師
等
住
宅
を
医
療
セ
ン
タ
ー
敷
地
内

に
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
動
車
の
手

配
を
す
る
必
要
も
な
く
な
り
、
緊
急
時
の

対
応
も
容
易
に
な
る
な
ど
、
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
更
な
る
充
実
を
図
れ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
現
在
、
住
民
が
各
種
情
報
を
収
集
す
る

唯
一
の
手
段
は
防
災
行
政
無
線
で
す
。

　
島
内
の
難
聴
地
域
を
カ
バ
ー
す
る
た
め

に
あ
っ
た
東
伊
豆
町
箒
木
山
中
継
所
の
老

朽
化
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
役
場
親
局
か
ら
南
部
の
中
継
所

へ
飛
ば
し
て
い
る
電
波
が
弱
く
、
季
節
ご

と
の
気
象
状
況
に
左
右
さ
れ
雑
音
等
が
混

じ
る
等
、
放
送
内
容
が
聞
き
取
れ
な
い
状

況
が
頻
発
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
、
南
部

中
継
所
を
差
木
地
岳
の
平
か
ら
勤
労
福
祉

会
館
屋
上
へ
変
更
し
、
電
波
ル
ー
ト
を
役

場
親
局
〜
箒
木
山
中
継
所
〜
南
部
中
継
所

に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
南
部
地
区
に
お
け

る
防
災
行
政
無
線
放
送
の
安
定
的
運
用
を

確
保
し
住
民
へ
の
情
報
の
共
有
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
子
ど
も
を
生
み
育
て
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
各
種
施
策
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
政
権
交
代
に
よ
っ
て
「
子
ど
も

手
当
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
迷
走
を
し
な
が
ら
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
は

大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
度

は
中
学
校
修
了
ま
で
の
児
童
を
対
象
に
、

一
人
に
つ
き
月
額
１
万
３，
０
０
０
円
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

　
現
行
の
児
童
手
当
制
度
で
支
給
対
象
外

と
な
っ
た
児
童
（
特
例
給
付
や
所
得
制
限

超
に
係
る
児
童
）
に
つ
い
て
も
、
所
得
制

限
を
設
け
な
い
た
め
、
児
童
手
当
の
費
用

負
担
割
合
を
適
用
し
支
給
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
に
伴
う
地
方
負
担
の
増
額
分
に
つ
い

て
は
、
新
た
に
地
方
特
例
交
付
金
に
よ
り

措
置
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
手
当
の
創
設
に
よ
り
本
年
度
の
当

該
事
業
の
当
初
予
算
要
求
額
は
、
前
年
度

児
童
手
当
予
算
額
の
２
倍
以
上
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
景
気
と
消
費
の
低
迷
が

続
く
島
の
経
済
活
性
化
に
繋
が
る
刺
激
策

と
し
て
期
待
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
18
年
度
か
ら
開
始
し
た
放

課
後
子
ど
も
教
室
は
、
現
在
つ
ば
き
小
学

校
区
域
内
で
１
教
室
を
、
昨
年
度
か
ら
つ

つ
じ
小
学
校
区
域
内
で
１
教
室
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　
当
面
、
２
教
室
と
も
現
在
の
施
設
を
利

用
し
ま
す
が
、
南
部
教
室
に
つ
き
ま
し
て

は
波
浮
港
地
区
の
児
童
が
利
用
し
や
す
い

よ
う
子
育
て
応
援
係
と
教
育
委
員
会
が
連

携
し
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
の
調
整
備
を
お

こ
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
事
業
に
よ
り
子
ど
も
た
ち
の
社
会

性
、
勤
勉
性
、
自
主
性
及
び
創
造
性
等
の

豊
か
な
人
間
性
が
育
ま
れ
る
こ
と
を
期
待

す
る
と
と
も
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
小
学
校
の
統
合
も
20
年
度
で
終
了
し
ま

し
た
が
、
つ
ば
き
小
学
校
に
つ
い
て
は
前

回
の
改
修
工
事
か
ら
15
年
が
経
過
し
、
老

朽
化
し
て
い
る
箇
所
が
で
て
き
て
い
る
た

め
改
修
工
事
を
し
、
昨
年
度
の
耐
震
診
断

の
結
果
を
ふ
ま
え
て
耐
震
補
強
工
事
を
行

い
ま
す
。

　
一
方
、
第
三
中
学
校
校
舎
が
建
築
さ
れ

て
か
ら
30
年
以
上
経
過
し
て
お
り
、
老
朽

化
に
よ
る
耐
力
度
の
低
下
、
設
備
・
備
品

等
の
劣
化
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

本
年
度
と
来
年
度
の
２
ヶ
年
で
大
規
模
改

築
工
事
を
行
い
生
徒
の
安
心
安
全
を
め
ざ

し
ま
す
。

　
昨
年
度
、
消
防
本
部
に
は
救
急
車
要
請

が
４
９
２
件
、
う
ち
ヘ
リ
搬
送
が
88
件
あ

り
ま
し
た
。

　
現
在
消
防
本
部
で
は
、
日
々
の
救
急
要

請
に
対
し
、
救
急
隊
員
３
名
（
最
低
救
急

救
命
士
１
名
）
に
て
出
場
し
生
命
の
安
心

安
全
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
救
命
対
応
（
傷
病
者
の
心
肺
停
止
）
時

に
は
、
除
細
動
（
電
気
シ
ョ
ッ
ク
）
は
も

と
よ
り
、
人
口
呼
吸
及
び
胸
骨
圧
迫
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
救
急
隊
員
２
名
、
救
急
救

命
士
に
よ
る
特
定
行
為
（
器
具
を
使
用
し

た
気
道
確
保
・
静
脈
路
確
保
・
薬
剤
投
与
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
処
置
も
早
期
に
的
確
に
実
施

医
療
セ
ン
タ
ー
医
師
等
住
宅
建
設

「
防
災
」
へ
の
安
心
安
全

「
子
育
て
」
へ
の
安
心
安
全

「
教
育
」
へ
の
安
心
安
全

「
傷
病
者
」（
救
急
業
務
）の
安
心
安
全

ほ
う
き
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産
業
振
興

建
設

観
光
振
興

す
る
こ
と
が
救
命
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま

す
。
絶
え
間
な
い
連
続
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
現
在
で
す
が
、
傷

病
者
の
移
動
・
搬
送
・
隊
員
の
交
代
時
等

中
断
を
余
議
な
く
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
本
年
度
よ
り
「
人
工
蘇
生
シ

ス
テ
ム
」
を
導
入
し
、
的
確
な
絶
え
間
な

い
連
続
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
可
能
と
し
、

か
つ
隊
員
２
名
に
よ
り
早
期
特
定
行
為
を

実
施
し
傷
病
者
の
救
命
率
の
向
上
を
図
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
農
業
で
は
、
大
島
産
の
野
菜
の
う
ち
「
基

幹
作
物
」
「
特
産
野
菜
」
と
言
わ
れ
る
ア

シ
タ
バ
を
対
象
に
そ
の
生
産
確
保
供
給
の

安
定
を
図
る
た
め
、
市
場
出
荷
時
の
価
格

が
著
し
く
低
落
し
た
場
合
、
生
産
者
に
補

給
金
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
生
産
出
荷

の
安
定
と
農
業
経
営
の
安
定
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
価
格
差
補
給
金
の
資
金
造
成
内
訳
は
東

京
都
１
／
２
、
大
島
町
と
生
産
者
が
１
／

４
ず
つ
の
負
担
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
本
土
、
他
産
地
の
ア
シ
タ

バ
参
入
に
よ
り
市
場
単
価
が
低
め
に
推
移

し
て
い
る
な
か
、
更
に
単
価
の
低
迷
を
招

い
た
場
合
、
生
産
者
の
意
欲
が
下
が
り
、

最
悪
離
農
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
た
め
、

生
産
出
荷
の
流
れ
の
中
で
の
価
格
面
で
の

不
安
要
素
を
取
り
除
け
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
事
業
を
起
点
に
施
設
を
使
用
し
な
く
て

も
栽
培
で
き
る
ア
シ
タ
バ
の
生
産
を
上
げ

て
い
く
こ
と
、
遊
休
農
地
の
解
消
等
に
も

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
水
産
関
係
に
つ
い
て
は
昨
年
度
実
施
し

た
定
置
網
漁
業
や
イ
セ
エ
ビ
漁
業
の
体
験

を
通
じ
て
生
産
現
場
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場

を
提
供
し
て
き
た
水
産
・
観
光
ふ
れ
あ
い

事
業
で
す
が
、
本
年
度
も
新
た
な
観
光
客

誘
致
の
手
法
の
確
立
を
目
指
す
と
と
も
に

消
費
拡
大
や
購
買
意
欲
の
増
進
を
図
り
、

地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
道
路
計
画
に
つ
い
て
は
、
継
続
の
差
木

地
中
道
線
や
地
の
岡
７
号
線
な
ど
９
路
線

の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
住
宅
整
備
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
元
町
地
区
町
営
住
宅
の
建
設
を
実

施
し
、
平
成
18
年
度
よ
り
５
カ
年
計
画
で

進
め
て
来
た
建
替
整
備
が
一
段
落
し
ま
す
。

　
ま
た
新
た
に
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計

画
を
策
定
し
、
老
朽
化
著
し
い
既
存
の
住

宅
に
つ
い
て
、
建
替
や
大
規
模
改
善
な
ど

に
よ
る
活
用
の
方
向
性
を
定
め
る
と
と
も

に
、
平
成
23
年
度
ク
ダ
ッ
チ
地
区
の
町
営

住
宅
建
設
に
向
け
設
計
・
調
査
等
の
準
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
観
光
に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま

す
。

　
ま
ず
【
ジ
オ
パ
ー
ク
】
に
つ
い
て
説
明

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
、
地
球
活
動
の
遺
産

を
主
な
見
所
と
す
る
自
然
の
中
の
公
園
で
、

ユ
ネ
ス
コ
の
支
援
に
よ
り
２
０
０
４
年
に

設
立
さ
れ
た
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
よ
り
、
世
界
各
国
で
推
進
さ
れ
て

い
ま
す
。
現
在
日
本
で
は
三
地
域
が
世
界

に
登
録
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
、
我
々
の
大
島
三
原
山
は

島
火
山
と
し
て
の
特
質
を
備
え
て
い
ま
す
。

　
国
内
多
く
の
内
陸
火
山
と
は
異
な
り
、

海
水
に
か
こ
ま
れ
て
い
る
た
め
に
、
標
高

の
低
い
地
域
で
は
マ
グ
マ
と
水
の
せ
め
ぎ

あ
い
に
よ
っ
て
で
き
る
独
特
の
火
山
体
を

併
せ
持
ち
、
島
全
体
が
言
わ
ば
火
山
の
展

示
場
、
野
外
博
物
館
で
あ
る
と
同
時
に
日

本
で
は
唯
一
砂
漠
と
呼
ば
れ
て
い
る
場
所

も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
山
頂
ま
で
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ

て
お
り
、
容
易
に
火
山
一
周
の
絶
景
を
満

喫
で
き
る
火
山
は
他
に
あ
ま
り
例
が
な
く
、

首
都
圏
・
伊
豆
半
島
か
ら
距
離
が
近
い
の

も
魅
力
で
す
。

　
我
々
は
、
こ
の
伊
豆
大
島
火
山
特
有
の

自
然
環
境
と
火
山
と
共
存
共
栄
し
な
が
ら

刻
ん
で
き
た
歴
史
・
伝
統
・
文
化
を
基
に

島
内
に
多
く
の
ジ
オ
サ
イ
ト
を
形
成
し
、

島
全
域
を
火
山
と
地
質
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク

と
す
べ
く
企
画
実
施
を
行
い
、
大
島
町
の

更
な
る
活
性
化
の
た
め
、
ま
ず
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
へ
の
認
定
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
次
に
砂
の
浜
遊
泳
場
の
ト
イ
レ
は
平
成

18
年
の
災
害
に
よ
り
倒
壊
し
、
簡
易
ト
イ

レ
に
て
対
応
し
て
き
ま
し
た
が
、
地
域
及

び
多
く
の
利
用
者
か
ら
新
規
建
設
の
要
望

等
も
多
く
あ
っ
た
た
め
、
シ
ャ
ワ
ー
施
設

を
含
む
清
潔
で
安
心
の
で
き
る
ト
イ
レ
建

設
を
行
い
更
な
る
観
光
客
誘
致
を
目
指
し

ま
す
。

　
次
に
南
部
地
区
に
お
い
て
夏
場
の
貴
重

な
遊
泳
施
設
で
あ
り
ま
す
差
木
地
観
光
プ

ー
ル
に
つ
い
て
で
す
が
、
老
朽
化
に
よ
り

プ
ー
ル
サ
イ
ド
は
ひ
び
割
れ
等
が
多
く
発

生
し
て
お
り
、
裸
足
で
の
歩
行
等
が
危
険

な
た
め
補
修
を
行
い
安
全
安
心
な
施
設
の

利
用
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
に
行
っ
た
旧
泉
津
不
燃

物
捨
場
跡
地
に
２
０
０
本
の
早
咲
き
桜
を

植
樹
し
た
桜
名
所
整
備
で
す
が
、
今
年
度

は
３
０
０
本
の
早
咲
き
桜
を
加
え
、
開
花

シ
ー
ズ
ン
に
は
花
見
等
に
利
用
し
て
い
た

だ
き
観
光
客
も
訪
れ
る
名
所
と
し
て
利
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
他
低
迷
の
続
く
観
光
を
活
性
さ
せ

る
た
め
に
は
あ
ら
ゆ
る
手
立
て
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
住
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
全
力
を
傾
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
以
上
、
新
規
事
業
を
中
心
に
22
年
度
の

方
向
性
を
お
お
ま
か
に
申
し
上
げ
ま
し
た
。

思
う
存
分
の
事
業
展
開
と
は
な
り
ま
せ
ん

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
「
住
民
の
安

心
安
全
」
を
念
頭
に
、
他
の
山
積
す
る
課

題
の
解
決
に
向
け
て
職
員
と
も
ど
も
頑
張

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
議
員
各
位
、
住
民
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
「
住
み
よ
い

大
島
・
元
気
な
大
島
」
の
実
現
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
こ
と
を
申
し
上

げ
平
成
22
年
度
の
所
信
表
明
と
い
た
し
ま

す
。
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平
成
22
年
第
１
回
大
島
町
議
会
定
例
会
が
、

３
月
９
日
〜
30
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、

21
年
度
各
会
計
補
正
予
算
・
22
年
度
当
初
予

算
・
町
長
所
信
表
明
・
条
例
改
正
議
案
な
ど

が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
町
長
報
告
▼

・
第
39
回
伊
豆
大
島
カ
メ
リ
ア
マ
ラ
ソ
ン

・
過
疎
地
域
の
指
定

・
消
防
団
及
び
消
防
本
部
の
出
動
状
況

・
陳
情

▼
平
成
21
年
度
補
正
予
算
▼

・
一
般
会
計

・
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

・
介
護
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

・
泉
津
財
産
区
特
別
会
計

・
野
増
財
産
区
特
別
会
計

・
差
木
地
財
産
区
特
別
会
計

・
水
道
事
業
会
計

▼
平
成
22
年
度
当
初
予
算
▼

・
一
般
会
計

・
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

・
介
護
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

・
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

・
泉
津
財
産
区
特
別
会
計

・
野
増
財
産
区
特
別
会
計

・
差
木
地
財
産
区
特
別
会
計

・
水
道
事
業
会
計

▼
条
　
　
例
▼

・
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

・
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

・
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

・
土
地
開
発
基
金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
制
定

・
職
員
特
殊
勤
務
手
当
支
給
条
例
の
一
部
改
正

▼
専
決
処
分
▼

・
平
成
21
年
度
基
盤
整
備
促
進
（
沢
立
地
区
）

　
整
備
工
事
請
負
契
約
一
部
変
更

・
補
欠
選
挙
に
伴
う
一
般
会
計
補
正
予
算

▼
そ
の
他
▼

・
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約
の
一
部

　
変
更

・
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
葬
祭
事
務
の

　
受
託

・
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
策
定

・
町
道
の
認
定
と
廃
止

▼
一
般
質
問
▼

川
嵜
　
和
光
議
員

・
「
ほ
っ
と
セ
ン
タ
ー
波
浮
」
に
つ
い
て

松
島
　
良
清
議
員

・
大
島
町
の
観
光
振
興
対
策
に
つ
い
て

　
〈
藤
井
町
政
11
年
間
の
観
光
施
策
〉

　
〈
平
成
22
年
度
観
光
予
算
の
費
用
対
効
果
〉

・
大
島
町
基
幹
産
業
振
興
の
現
状
に
つ
い
て

　
〈
平
成
22
年
度
予
算
に
お
け
る
農
・
漁
業

　
　
費
用
対
効
果
〉

　
〈
新
し
い
産
業
開
発
や
雇
用
創
出
〉

本
宮
　
悦
見
議
員

・
噴
火
災
害
対
策
基
金
有
効
活
用
に
つ
い
て

　
〈
義
援
金
本
来
の
目
的
は
〉

　
〈
5
種
類
に
仕
分
け
し
住
民
福
祉
に
対
応
〉

・
町
債
に
つ
い
て

　
〈
町
村
合
併
以
来
の
町
債
の
推
移
〉

　
〈
減
債
計
画
の
た
め
の
事
業
仕
訳
〉

・
議
会
の
住
民
公
開
対
策

　
〈
庁
舎
内
会
議
室
等
に
放
送
設
備
を
〉

高
橋
　
千
香
議
員

・
地
域
再
生
へ
向
け
「
基
本
構
想
の
作
り
方
」

　
地
域
の
声
で
今
後
の
島
の
方
向
性
を
考
え
、

　
ま
と
め
る
構
想
を

　
〈
限
ら
れ
た
予
算
を
生
か
し
た
策
定
に
委

　
　
員
会
の
設
置
を
〉

・
町
の
奨
学
金
貸
付
月
額
の
引
き
上
げ
の
検

　
討
を

　
〈
育
英
会
な
ど
他
奨
学
金
と
重
複
可
能
に
〉

橋
本
　
博
之
議
員

・
国
民
健
康
保
険
税
の
値
上
げ
を
や
め
よ

　
〈
国
保
財
政
の
悪
化
を
町
民
の
負
担
で
は

　
　
な
く
、
国
庫
負
担
増
額
で
計
画
的
に
再

　
　
建
を
〉

　
〈
先
進
地
に
学
び
地
域
ぐ
る
み
の
健
康
づ

　
　
く
り
を
〉

　
〈
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
の
普
及
に
一
層
の
努
力
を
〉

　
〈
在
宅
ケ
ア
の
医
療
政
策
推
進
を
〉

時
得
　
孝
良
議
員

・
交
通
不
便
者
の
解
消
を

　
〈
運
行
効
率
化
と
生
活
交
通
の
確
保
を
〉

・
南
部
地
区
に
消
防
救
急
車
の
配
置
を

・
椿
林
業
の
振
興
計
画
の
策
定
を

　
〈
な
い
も
の
ね
だ
り
か
ら
あ
る
も
の
づ
く

　
　
り
を
合
言
葉
に
〉

川
島
　
理
史
議
員

・
「
緊
急
経
済
対
策
」
臨
時
交
付
金
の
使
い

　
道
と
効
果
・
教
訓
を
問
う

・
海
路
（
東
海
汽
船
）
・
空
路
（
全
日
空
）

　
の
現
状
と
打
開
策

▼
議
員
提
出
議
案
▼

・
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

〈
議
会
議
員
定
数
16
人
を
14
人
に
改
正
〉

※
３
月
30
日
開
催
予
定
の
審
議
内
容
に
つ
い

　
て
は
、
５
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　
３
月
４
日
（
木
）
午
後
７
時
か
ら
、
開

発
総
合
セ
ン
タ
ー
大
集
会
室
に
お
い
て
、

三
原
館
跡
地
に
予
定
し
て
い
る
公
共
駐
車

場
・
多
目
的
広
場
整
備
の
住
民
説
明
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
２
０
３
名
に
資
料
が
配
布
さ
れ
、

経
過
・
計
画
案
の
説
明
の
あ
と
、
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

整
備
計
画
概
要

〈
目
的
〉
役
場
前
都
道
の
慢
性
的
な
路
上

駐
車
を
解
消
し
、
交
通
安
全
の
確
保
を
。

　
ま
た
、
災
害
時
の
集
合
場
所
・
避
難
場

所
と
し
て
や
、
雨
天
時
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

に
活
用
。

　
将
来
的
に
は
、
図
書
館
等
複
合
施
設
の

建
設
も
視
野
に
。

　
１
階
　
舗
装
面
積
　
１，
２
２
０
㎡

　
　
65
台
駐
車
可
能

　
２
階
　
舗
装
面
積
　
１，
６
７
０
㎡

　
　
59
台
駐
車
・
50
台
の
駐
輪

整
備
事
業
費
５
８，
５
５
０
千
円

財
源
　
国
庫
補
助
金
５
６，
６
３
３
千
円

　
　
　
町
負
担
額
　
　
１，
９
１
７
千
円

定
例
会



6広報おおしま平成22年4月号

２２ 106億3,007万円の主な事業
　3月定例議会で承認をいただいた「平成22年度当初予算」は、
次のような項目にそってまちづくりと住民福祉の充実などのため
に使われます。　　　　　　（金額単位：千円　　…新規事業）

町道の維持管理等
街路灯の管理
町営住宅の管理
大島旅客自動車㈱経営安定化事業
公営住宅等長寿命化計画策定事業

町道９路線の整備（内新規６路線）
準用河川の整備
町営住宅の建設
（元町・クダッチ地区）
街路灯の新設

６７，４０８
１１，２００
２２，３７７
２５，０００
３，０００

３２６，９６２
３５，５０５

３５６，８２７
４０４

ごみ・し尿の収集、処理等
循環型ごみ処理事業　
エコ・クリーンセンター運営事業
消防団員の活動等
家具転倒防止器具助成事業
箒木山中継所改修
（防災行政無線施設）
交通安全施設整備

合併処理浄化槽設置の助成
循環型社会形成推進事業
救急業務、消防対策
上水道、簡易水道事業
人工蘇生システム購入
廃タイヤ処理助成事業
砂の浜売店等解体撤去

３１４，９６０
６７，４１６
１０２，５０６
４２，７９３
２，０４０

１３５，０００
２，０００

１７，４２０
５８，０６９
１７５，９３８
９５２，６３８
３，０８７
６２４

２，４８０

障害者の支援・福祉
福祉団体等への助成
老人保健医療事業
介護保険事業
子育て支援事業
ひとり親家庭など各医療費の助成
医療センターの運営
多目的移送事業
患者輸送事業
医療センター医療機器等整備
医療センター医師等住宅建設
医療センター屋外空調設備改修

国民健康保険事業
高齢者の支援・福祉
健康相談・検診等
保育所の運営
後期高齢者医療事業
黒潮共同作業所の運営
けんこうセンターの運営
食育推進事業
子ども手当の支給
子育て環境整備事業
新型インフルエンザワクチン
　　　　　　　　　接種の助成

１５６，２２１
１１７，６３５
１，７４１

７７７，０００
９，６３２
２６，８７０
１２７，３７２
３，２５８
２，８８８ 
１９，３５０
１２７，２０２
１２，６００

１，２９８，０００
４９，１４２
３５，４４９
４３８，５６７
２００，９００
１１，１６１
２，６６８
５８０

１５１，７０２
２，７４０

３，２９１

奨学資金の貸付事業
小中学校コンピュータ
　　　ネットワーク推進事業
陸上競技場・野球場の管理
第三中学校校舎整備
つつじ小学校学校施設整備
つばき小学校校舎整備

地域センターの管理
小中学校総合的学習の実施
学校給食の実施
第三中学校校舎耐震診断
つつじ小学校グラウンド
　　　　　　　　　芝生化事業

１５，１２０

２５，６６０
６，５００

２１５，８００   
３１，９００
１４５，８００

２，３８１
５，９７１

１３０，０２３
３，７８０

３５，６２１
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農業共済事業
農業基盤整備促進事業
漁場改良事業補助
有害鳥獣捕獲、害虫駆除等
観光施設の管理
商工会、観光協会への助成
「島じまん2010」への参加
元町仲通り観光復興事業
砂の浜遊泳場トイレ建設
ＪA島しょ大島支店
　　　　　緊急経営対策事業

農業振興の助成
水産物展示販売施設の運営
温泉施設の管理
観光宣伝、諸行事の実施
島しょ漁業振興施設整備
日本ジオパーク認定申請事業
  大宮松原東屋建設
  緊急観光対策事業
  差木地観光プール改修
  地域特産野菜供給確保事業

４，２６０
２５２，０８５
３，３３２
５１，３２０
９９，２１３
５，０５０
７，２７４
２，０３２
３６，１７０

５，０００

１，５７４
５８，４２９
１１７，４９４
１４，０３５
２６，３８７

３７６
９，１９２
１２，００３
４，２８４
５７０

議会の運営
友好都市等の交流
ＩＴ化推進事業

広報の発行等
人材育成事業
情報処理費

８３，６８６
２，４０６
１９，９４１

９，３８３
１００

３８，２８９

　
大
島
町
で
は
、
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
「
ふ

る
さ
と
大
島
」
の
ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く
り
事
業

に
貢
献
・
応
援
す
る
た
め
の
寄
附
金
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

●
ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く
り
事
業
の

　
　
　
　
　
　
寄
附
金
指
定
事
業
の
区
分

　
①
少
子
高
齢
化
等
福
祉
に
関
す
る
事
業

　
②
生
活
環
境
に
関
す
る
事
業

　
③
健
康
及
び
医
療
に
関
す
る
事
業

　
④
防
災
対
策
に
関
す
る
事
業

　
⑤
産
業
振
興
に
関
す
る
事
業

　
⑥
教
育
文
化
に
関
す
る
事
業

　
⑦
ま
ち
づ
く
り
全
般
に
関
す
る
事
業

　
⑧
そ
の
他
個
別
に
指
定
す
る
事
業

●
寄
附
金
の
額
は
、
１
口
５
，０
０
０
円
か
ら

　
で
す
。

●
寄
附
を
し
て
く
だ
さ
る
方
に
は
、
寄
附
金
申

　
込
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
町
長
室
振
興
企

　
画
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

寄
附
金
税
制

　
ふ
る
さ
と
に
貢
献
・
応
援
し
た
い
と
い
う
納

税
者
の
た
め
に
税
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
都
道
府
県
・
市
区
町
村
に
対
す
る
寄
附
金
の

う
ち
、
住
民
税
控
除
と
し
て
５
，
０
０
０
円
を

越
え
る
部
分
の
１
割
が
基
本
控
除
、
残
り
の
９

割
か
ら
所
得
税
率
を
差
し
引
い
て
算
出
し
た
金

額
が
特
別
控
除
さ
れ
ま
す
。
ま
た
所
得
税
控
除

と
し
て
、
寄
附
金
の
５
，０
０
０
円
を
越
え
る

部
分
に
所
得
税
率
を
乗
じ
た
金
額
が
控
除
さ
れ

ま
す
。

※
寄
附
を
し
た
翌
年
度
の
住
民
税
か
ら
控
除
さ

　
れ
ま
す
。
所
得
税
に
つ
い
て
は
現
年
分
か
ら

　
の
控
除
で
す
。

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　
平
成
21
年
度
は
埼
玉
県
在
住
の
大
島
出
身
の

方
か
ら
、
少
子
高
齢
化
等
福
祉
に
関
す
る
事
業

に
20
口
（
10
万
円
）
、
健
康
及
び
医
療
に
関
す

る
事
業
に
20
口
（
10
万
円
）
の
寄
附
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
寄
附
金
に
関
す
る
こ
と

　
　
町
長
室
振
興
企
画
係
　
（
２
）
１
４
４
４

　
寄
附
金
控
除
・
確
定
申
告
に
関
す
る
こ
と

　
　
税
務
課
課
税
係
　
　 

（
２
）
１
４
６
５

ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く
り
応
援
事
業

寄
附
金
募
集

寄附による控除額　①＋②＋③

【住民税控除】①＋②
　①基本控除額＝
　　　　　　（寄附金－5,000円）×10％
　②特別控除額＝
　　　　　　（寄附金－5,000円）×
　　　　　　　　　　（90％－所得税率）
【所得税控除】
　㈫所得税控除額＝
　　　　　　（寄附金－5,000円）×所得税率

※複数の寄附を行った場合、その寄附金の合計額。
※㈪は住民税所得割額の１割が限度。
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　第４期介護保険事業計画において、21年～23年度の3年間は、年度ごとに保険料が設定され、平成22年度の
保険料は次のとおりとなります。（月額基準額 3,750円）

皆さんに納めていただく保険料は、介護保険の大切な財源です。
だれもが安心してサービスを受けられるように保険料は必ず納めましょう！
介護保険の納め忘れがありますと、介護サービスを利用する際に利用料を一旦全額払わなければ
ならなくなったり、負担額が３割になったりするなどの給付制限を行う場合がありますので、
納め忘れのないようご注意ください。

所得段階

軽
　
減

割
　
増

基
準

本
人
非
課
税
者

本
人
課
税
者

所得などの条件

生活保護受給者、世帯全員が住民税非課税の老齢福祉年金受給者

世帯全員が住民税非課税で、第２段階に該当しない人

住民税課税者がいる世帯で、本人が住民税非課税及び公的年金収入額

と合計所得金額の合計が80万円以下の人

住民税課税者がいる世帯で、本人が住民税非課税

本人が住民税課税で、合計所得金額が125万円以下の人

本人が住民税課税で、合計所得金額が125万円を超え200万円未満の人

本人が住民税課税で、合計所得金額が200万円以上の人

世帯全員が住民税非課税で、公的年金収入額と合計所得金額の合

計が80万円以下の人

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

第７段階

第８段階

0.50

0.50

0.75

0.85

1.00

1.10

1.25

1.50

22,500円

22,500円

33,750円

38,250円

45,000円

49,500円

56,250円

67,500円

割合 年額

◎６５歳になったとき　　　　　　◎他の区市町村から転入したとき
◎保険料段階が変わったとき　　　◎年金の支給が差し止めになったとき　　など　

［問い合わせ］　住民課介護保険係　 （２）１４６２

☆大島町から送付される納入通知書の納期にしたがって納めます。
☆６月、７月、８月、９月、１０月、１１月、１２月、１月、２月、３月の１０期に分けて納めます。

☆年金の定期払い（年6回）の際に、あらかじめ差し引かれます。
☆４月、６月、８月は前年度２月分と同じ保険料額を納めます（仮徴収）。
☆１０月、１２月、２月は、前年の所得などをもとに算出された保険料から、
　 仮徴収分を除いた額を振り分けて納めます（本徴収）。
★特別徴収の対象となる年金は、老齢・退職年金、遺族年金、障害年金です。
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平
成
22
年
1
月
の
広
域
連
合
議
会
に
お

い
て
、
平
成
22
年
度
に
お
け
る
保
険
料
お

よ
び
軽
減
措
置
が
決
定
し
ま
し
た
。

﹇
均
等
割
額
の
軽
減
﹈

　
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
全
員
と
世
帯
主

の
「
所
得
金
額
を
合
計
し
た
額
」
を
も
と

に
し
た
、
均
等
割
額
の
軽
減
が
あ
り
ま
す
。

　
均
等
割
額
の
軽
減
は
９
割
・
8.5
割
・
５

割
・
２
割
の
い
ず
れ
か
と
な
り
ま
す
。

﹇
所
得
割
額
の
軽
減
﹈

　
被
保
険
者
本
人
の
「
賦
課
の
も
と
と
な

る
所
得
金
額
」
を
も
と
に
し
た
、
所
得
割

額
の
軽
減
が
あ
り
ま
す
。

﹇
被
用
者
保
険
被
扶
養
者
軽
減
﹈

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
の
前
日
ま

で
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
（
国
保
・
国
保

組
合
は
除
く
）
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
は
、

所
得
割
額
が
無
料
に
な
り
、
均
等
割
額
が

9
割
軽
減
さ
れ
た
額
と
な
り
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
制
度
関
係

　
広
域
連
合
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー

 
　
　
０
５
７
０
（
０
８
６
）
５
１
９

　
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
Ｉ
Ｐ
（
ひ
か
り
）
電
話
の
方

　
 
　
０
３
（
３
２
２
２
）
４
４
９
６

　
そ
の
他

　
住
民
課
国
保
年
金
係

　
 
　（
２
）
１
４
6
2

１
コ
ー
ス
６
回
（
月
２
回
）

１
・
２
回
目
　
「
膝
痛
の
予
防
と
改
善
」

３
・
４
回
目
　
「
腰
痛
の
予
防
と
改
善
」

５
・
６
回
目
　
「
毎
日
ち
ょ
こ
っ
と
体
操
」

　
　
　
　
（
小
さ
な
努
力
で
大
き
な
効
果
）

﹇
対
象
者
﹈
65
歳
以
上
の
方

　
　
　
　
　
連
続
６
回
参
加
で
き
る
方

﹇
講
師
﹈
新
井
恵
子

﹇
申
込
方
法
﹈

　
住
民
課
・
各
出
張
所
に
あ
る
申
込
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

﹇
申
込
期
限
﹈
４
月
15
日
（
木
）

﹇
最
小
実
施
人
数
﹈
各
地
区
３
人
よ
り

※
杖
を
使
っ
て
い
る
方
、
車
椅
子
の
方
な

　
ど
も
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
他
地
区
に
つ
い
て
は
10
月
か
ら
実
施
を

　
予
定
し
て
い
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
住
民
課
介
護
保
険
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
１
４
６
２

4月22日（木）・5月 6 日（木）・5月19日（水）
6月 3 日（木）・6月24日（木）・7月 8 日（木）

4月22日（木）・5月 6 日（木）・5月19日（水）
6月 3 日（木）・6月24日（木）・7月 8 日（木）

4月23日（金）・5月 7 日（金）・5月20日（木）
6月 4 日（金）・6月25日（金）・7月 9 日（金）

4月23日（金）・5月 7 日（金）・5月20日（木）
6月 4 日（金）・6月25日（金）・7月 9 日（金）

泉津公民館

間伏文化会館

岡田コミュニティセンター

開発総合センター

場　　所 時　　間 日　　程（6回で１コース）

午前10時～11時30分

午後１時30分～３時

午前10時～11時30分

午後１時30分～３時

「
介
護
予
防
教
室
」

平
成
22
年
度
長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者
医
療
）
制
度
保
険
料

（※１）賦課のもととなる所得金額とは、旧ただし書き所得のことで、
前年の総所得および山林所得金額ならびに株式・長期（短期）譲渡所
得金額等の合計から基礎控除額３３万円を控除した額です。（ただし、
雑損失の繰越控除額は控除しません）

賦課のもととなる所得金額
（旧ただし書き所得）

◆所得割額
賦課のもととなる所得
金額（※1）×所得割率
　 大島町　6.67％
   （東京都　7.18％）

20
万
円
以
下

15
万
円
以
下

58
万
円
以
下

軽減割合
（75％）

軽減割合
（100％）

軽減割合
（50％）

◆均等割額
被保険者1人当たり
大島町　35,104円
（東京都　37,800円）

保険料

限度額
50万円

＝ ＋
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平
成
22
年
４
月
よ
り
、
児
童
手
当
が
子

ど
も
手
当
と
し
て
支
給
さ
れ
、
要
件
や
支

給
金
額
な
ど
が
大
き
く

変
わ
り
ま
し
た
。

﹇
支
給
要
件
﹈

　
中
学
校
修
了
前
（
15
歳
に
達
す
る
日
以

後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）
の
子
ど
も

を
扶
養
し
て
い
る
父
ま
た
は
母
等
。

﹇
手
当
額
（
平
成
22
年
度
）
﹈

　
所
得
制
限
な
し

　
　
子
ど
も
１
人
に
つ
き

　
　
一
律
　
月
額
　
１
３，
０
０
０
円

﹇
受
給
者
﹈

　
手
当
の
受
給
者
は
、
そ
の
世
帯
の
生
計

維
持
者
（
所
得
の
高
い
方
）
と
し
ま
す
。

父
母
の
所
得
が
同
程
度
の
場
合
は
、
そ
の

他
の
条
件
に
よ
り
受
給
者
を
決
定
し
ま
す
。

〈
大
島
町
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
〉

　
新
た
に
子
ど
も
手
当
の
申
請
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
（
平
成
22
年
３
月
に
対
象
の

子
ど
も
が
小
学
校
を
修
了
し
、
受
給
資
格

を
消
滅
し
た
方
も
子
ど
も
手
当
継
続
と
し

ま
す
の
で
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

﹇
支
給
月
﹈

　
２
・
３
月
分
の
児
童
手
当
に
４
・
５
月

分
の
子
ど
も
手
当
を
合
算
し
て
６
月
期
に

支
給
し
ま
す
。

〈
所
得
オ
ー
バ
ー
等
で
児
童
手
当
を
受
け

て
い
な
い
世
帯
や
４
月
１
日
現
在
中
学
２
・

３
年
生
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
〉

　
子
ど
も
手
当
（
新
規
・
増
額
）
の
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
福
祉
け
ん
こ

う
課
・
各
出
張
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

﹇
支
給
月
﹈

　
４
月
末
ま
で
に
申
請
し
た
場
合
、
４
・

５
月
分
の
子
ど
も
手
当
を
６
月
期
に
支
給

し
ま
す
。

　
５
月
以
降
の
申
請
に
な
っ
た
場
合
４
〜

９
月
分
の
子
ど
も
手
当
を
10
月
期
に
支
給

し
ま
す
。

※
支
給
月
は
６
・
10
・
２
月
で
す
。

﹇
必
要
書
類
﹈

・
認
定
申
請
書

・
父
母
と
対
象
児
童
の
保
険
証

・
印
鑑

・
受
給
者
名
義
の
通
帳
（
新
規
受
給
者
の

　
み
）

※
状
況
に
応
じ
て
そ
の
他
の
添
付
書
類
が

　
必
要
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

﹇
提
出
期
限
﹈

　
平
成
22
年
９
月
30
日

※
期
限
ま
で
に
申
請
を
さ
れ
な
い
と
、
４

　
月
ま
で
遡
っ
て
の
支
給
と
な
り
ま
せ
ん

　
の
で
、
申
請
は
早
め
に
提
出
願
い
ま
す
。

【
注
意
】

・
新
生
児
は
出
生
日
の
翌
月
か
ら
、
転
入

　
者
は
転
入
日
の
翌
月
か
ら
支
給
対
象
月

　
と
な
り
ま
す
が
、
出
生
日
や
転
入
日
か

　
ら
15
日
を
経
過
し
た
申
請
に
つ
い
て
は
、

　
申
請
日
の
翌
月
か
ら
が
支
給
対
象
と
な

　
り
ま
す
の
で
、
事
由
発
生
日
の
15
日
以

　
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
公
務
員
は
各
所
属
庁
管
轄
と
な
り
ま
す

　
の
で
、
共
済
組
合
へ
の
申
請
と
な
り
ま

　
す
。

※
制
度
の
変
更
等
あ
る
場
合
は
、
随
時
広

　
報
に
掲
載
し
ま
す
。

育
成
手
当

﹇
支
給
要
件
﹈

　
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
の
間
に
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か

の
状
態
に
あ
る
児
童
を
扶
養

①
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

②
父
ま
た
は
母
に
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て

　
い
る
児
童

③
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

④
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
１
年
以
上

　
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑤
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
害
を
有
す
る

　
児
童

⑥
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童

⑦
父
ま
た
は
母
が
生
死
不
明
で
あ
る
児
童

障
害
手
当

﹇
支
給
要
件
﹈

　
20
歳
未
満
で
心
身
に
障
害
が
あ
り
、
程

度
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童
を

扶
養

①
知
的
障
害
で
「
愛
の
手
帳
」
１
・
２
・

　
３
度
程
度

②
身
体
障
害
で
「
身
体
障
害
者
手
帳
」
１
・

　
２
級
程
度

③
脳
性
マ
ヒ
ま
た
は
進
行
性
筋
萎
縮
症

﹇
手
当
月
額
﹈

　
育
成
手
当
　
１
３，
５
０
０
円
／
１
人
　

　
障
害
手
当
　
１
５，
５
０
０
円
／
１
人

﹇
支
給
要
件
﹈

　
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
の
間
に
あ
り
（
20
歳
未
満
で
政

令
で
定
め
る
程
度
の
障
害
を
有
す
る
児
童

を
含
む
）
、
次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に
あ

る
児
童
を
扶
養

①
父
が
死
亡
し
た
児
童

②
父
に
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

＊
子
ど
も
手
当
に
変
わ
り
ま
す
＊

＊
児
童
育
成
（
障
害
）
手
当
＊

＊
児
童
扶
養
手
当
＊

３６０万４,０００円

３９８万４,０００円

４３６万４,０００円

４７４万４,０００円

５１２万４,０００円

   　　１人につき

 　　３８万円加算

扶養親族
等人数

育成手当
障害手当

０人

１人

２人

３人

４人

５人以上

児童育成（障害）手当所得制限（21年度現在）



　
次
に
該
当
す
る
方
は
、
大
島
町
指
定
ご
み

袋
減
免
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
新
生
児
が
生
ま
れ
た
世
帯

②
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
で
３
歳
未
満
の

　
子
ど
も
が
い
る
世
帯
（
４
月
中
の
申
請
で

　
１
年
分
配
布
・
５
月
以
降
は
申
請
月
相
当

　
を
配
布
）

③
生
活
保
護
、
児
童
扶
養
・
特
別
児
童
扶
養

　
手
当
、
老
齢
福
祉
・
障
害
基
礎
年
金
受
給

　
世
帯
（
該
当
す
る
方
は
手
帳
も
し
く
は
証

　
書
な
ど
を
ご
持
参
願
い
ま
す
）

④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
公
共
施
設
・
道
路

　
等
の
清
掃
奉
仕
活
動
で
使
用
す
る
場
合

【
注
意
】

　
該
当
要
件
に
よ
り
ご
み
袋
の

　
種
類
が
違
い
ま
す
。

　
配
布
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
印
鑑
を
ご

持
参
の
う
え
、
役
場
・
各
出
張
所
に
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
①
②
③
に
つ
い
て

　
　
福
祉
け
ん
こ
う
課
 
（
２
）
１
４
７
１

　
④
に
つ
い
て

　
　
生
活
環
境
課
　
　
 
（
２
）
１
４
８
７

ご
存
知
で
す
か
？？
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③
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

④
父
が
法
令
に
よ
り
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ

　
て
い
る
児
童

⑤
父
が
重
度
の
障
害
を
有
す
る
児
童

⑥
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童

⑦
父
が
生
死
不
明
で
あ
る
児
童

﹇
手
当
月
額
﹈

全
部
支
給
　４
１，
７
２
０
円

一
部
支
給
　４
１，
７
１
０
〜
９，
８
５
０
円

加
算
額

　
第
２
子
　
　
　
　
　
　
　
５，
０
０
０
円

　
第
３
子
以
降
（
１
人
に
つ
き
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３，
０
０
０
円

﹇
必
要
書
類
﹈

①
印
鑑

②
請
求
者
の
口
座
番
号
が
確
認
で
き
る
も

　
の
（
通
帳
）

※
住
民
票
や
戸
籍
謄
本
な
ど
、
要
件
に
応

　
じ
て
添
付
書
類
が
必
要
と
な
る
場
合
も

　
あ
り
ま
す
。

﹇
支
給
要
件
﹈

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
20
歳
未
満

の
児
童
を
監
護
し
て
い
る
父
母
ま
た
は
養

育
者
。

①
精
神
の
発
達
が
遅
滞
し
て
い
る
か
、
精

　
神
の
障
害
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
著
し

　
い
制
限
を
受
け
る
状
態
に
あ
る
と
き

②
身
体
に
重
度
、
中
度
の
障
害
や
長
期
に

　
わ
た
る
安
静
を
必
要
と
す
る
病
状
が
あ

　
り
、
日
常
生
活
に
著
し
い
制
限
を
受
け

　
る
と
き

﹇
手
当
月
額
﹈

　
重
度
障
害
児
　
　
５
０，
７
５
０
円

　
中
度
障
害
児
　
　
３
３，
８
０
０
円

﹇
支
給
要
件
﹈

　
20
歳
以
上
で
心
身
に
次
の
い
ず
れ
か
の

程
度
の
障
害
を
有
す
る
人
（
65
歳
以
上
の

新
規
申
請
を
除
く
）

①
愛
の
手
帳
１
度
か
ら
３
度
ま
で

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級

③
脳
性
マ
ヒ
ま
た
は
進
行
性
筋
萎
縮
症
を

　
有
す
る
人

﹇
手
当
月
額
﹈
　
１
５，
５
０
０
円

﹇
支
給
要
件
﹈

　
心
身
に
障
害
の
あ
る
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
（
65
歳
以
上
の
新
規
申
請
を

除
く
）

①
重
度
の
知
的
障
害
で
、
著
し
い
精
神
症

　
状
な
ど
の
た
め
、
常
時
複
雑
な
介
護
を

　
必
要
と
す
る
人

②
重
度
の
知
的
障
害
と
重
度
の
身
体
障
害

　
が
重
複
し
て
い
る
人

③
重
度
の
肢
体
不
自
由
者
で
、
両
上
肢
・

　
両
下
肢
と
も
機
能
が
失
わ
れ
、
座
っ
て

　
い
る
こ
と
が
困
難
な
程
度
以
上
の
障
害

　
の
あ
る
人

﹇
手
当
月
額
﹈
　
６
０，
０
０
０
円

﹇
提
出
先
﹈

　
福
祉
け
ん
こ
う
課
・
各
出
張
所

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
福
祉
け
ん
こ
う
課
　
（
２
）
１
４
７
１

※
子
ど
も
手
当
以
外
の
各
手
当
に
は
所
得

　
制
限
が
あ
り
ま
す
。

＊
特
別
児
童
扶
養
手
当
＊

＊
重
度
心
身
障
害
者
手
当
＊

＊
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
＊

１９万円
５７万円
９５万円
１３３万円
１７１万円

１９２万円
２３０万円
２６８万円
３０６万円
３４４万円

２３６万円
２７４万円
３１２万円
３５０万円
３８８万円

扶養親族
等人数

受給資格者本人

全部支給 一部支給
配偶者・扶養義務者
孤児等の養育者

０人
１人
２人
３人
４人

５人
以上

１人につき
３８万円加算

１人につき
３８万円加算

１人につき
３８万円加算

児童扶養手当所得制限（21年度現在）
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子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
育

て
に
関
す
る
各
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

総
合
相
談

○
子
ど
も
と
家
庭
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

　
に
応
じ
ま
す
。
保
護
者
は
も
ち
ろ
ん
、
子

　
ど
も
自
身
か
ら
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

○
相
談
内
容
に
応
じ
て
、
保
健
・
福
祉
・
医

　
療
・
教
育
等
の
各
関
係
機
関
と
連
携
し
、

　
適
切
な
支
援
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
（
調
整
）

　
を
実
施
し
ま
す
。

育
児
支
援
ヘ
ル
パ
ー
（
有
料
）

　
育
児
や
家
事
等
の
支
援
が
必
要
な
家
庭
に

ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
、
保
護
者
の
精
神
的
・

身
体
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
子
育
て
を
支

援
し
ま
す
。

○
対
象
…
母
子
手
帳
交
付
か
ら
出
産
後
６
ヶ

　
月
目
の
末
日
ま
で
の
妊
産
婦
や
出
生
し
た

　
乳
児
が
い
る
家
庭

○
利
用
時
間
…
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

　
の
１
回
に
つ
き
４
時
間
以
内
、
合
計
10
回

　
ま
で
利
用
可
能

〈
利
用
料
金
〉

　
へ
ル
パ
ー
派
遣
１
回
に
つ
き
２
時
間
ま
で

１，
５
０
０
円
、
２
時
間
以
上
４
時
間
ま
で

３，
０
０
０
円

一
時
預
か
り
（
有
料
）

　
家
庭
に
お
け
る
保
育
が
一
時
的
に
困
難
と

な
っ
た
場
合
に
、
乳
幼
児
を
短
時
間
預
か
り

ま
す
。

○
対
象
…
生
後
６
ヶ
月
か
ら
就
学
前
の
乳
幼

　
児
（
保
育
所
利
用
者
を
除
く
）

○
利
用
時
間
…
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

　
の
１
回
に
つ
き
４
時
間
以
内
、
週
３
回
ま

　
で
利
用
可
能

〈
例
え
ば
こ
ん
な
時
〉

・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

・
病
院
等
の
受
診

・
学
校
行
事
に
参
加
　
等

※
就
労
目
的
の
場
合
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

子
育
て
ひ
ろ
ば

　
親
子
や
お
友
達
と
自
由
に
遊
べ
る
場
や
、

子
育
て
中
の
保
護
者
同
士
の
交
流
の
場
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
参
加
い
た
だ
け
る
、
講
座
や

イ
ベ
ン
ト
等
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他

○
地
域
交
流

　
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
通
じ
て
、
お
年
寄
り

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、
地
域
の
方
々
や
世
代

間
の
交
流
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

○
大
島
町
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

　
大
島
町
で
は
平
成
18
年
４
月
よ
り
、
要
保

護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
（
子
ど
も
を
守
る

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
を
設
置
し
、
当
セ
ン

タ
ー
が
調
整
機
関
と
な
り
、
地
域
の
虐
待
を

受
け
て
い
る
子
ど
も
を
始
め
と
す
る
要
保
護

児
童
・
要
支
援
家
庭
・
特
定
妊
婦
の
早
期
発

見
や
適
切
な
支
援
を
図
る
た
め
、
各
関
係
機

関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　
『
生
後
４
か
月
ま
で
の
全
戸
訪
問
事
業
（
こ

ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
）
』
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
生
後
４
か
月
ま
で
の
乳
児
が
い
る
す
べ
て

の
家
庭
に
保
健
師
が
訪
問
し
、
身
近
な
話
し

相
手
と
な
り
、
子
育
て
に
役
立
つ
情
報
提
供

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
対
象
家
庭
に
は
個
別
に
連
絡
し
ま
す
。

　
０
歳
か
ら
18
歳
未
満
の
子
ど
も
た
ち
の
成

長
に
伴
い
生
ず
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
（
心
身

の
発
達
・
非
行
・
し
つ
け
・
性
格
・
虐
待
等
）

に
つ
い
て
相
談
・
助
言
等
を
行
い
ま
す
。

　
予
約
制
で
す
の
で
、
相
談
を
希
望
さ
れ
る

方
は
４
月
28
日
（
水
）
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

﹇
日
時
﹈

　
５
月
24
日
（
月
）

　
　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
５
月
25
日
（
火
）

　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
５
月
26
日
（
水
）

　
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

※
た
だ
し
医
師
は
25
日
午
後
３
時
30
分
ま
で

　
と
な
り
ま
す
。

﹇
場
所
﹈
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

﹇
実
施
機
関
﹈
東
京
都
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー

﹇
各
事
業
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
申
し
込
み
﹈

　
　
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　
 
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
２
３
８
１

　
　
相
談
専
用
電
話
　
（
２
）
２
３
９
８

一時預かり事業利用料

一人１日当たり利用料

利用者の区分

生活保護世帯
に属する者

上
記
以
外
の
者

３歳
以上児

３歳
未満児

２時間
以内

２時間超
４時間以内

無　　料

３００円

５００円

無　　料  

６００円

１,０００円



　
４
月
よ
り
移
動
図
書
館
車
ひ
ま
わ
り
号

の
運
行
が
一
部
変
更
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

時
間
・
場
所
な
ど
に
お
気
を
つ
け
く
だ
さ

い
。
み
な
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

※
水
曜
日
の
運
行
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
５
月
１
日
（
土
）
は
運
休
し
ま
す
。

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
随
時
行
っ
て

　
い
ま
す
。
一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し

　
て
み
ま
せ
ん
か
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
ひ
ま
わ
り
号
事
務
局

　
　
　
　
　
教
育
文
化
課
社
会
教
育
係
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
１
４
５
３

〈
校
長
転
入
〉

　
○
つ
ば
き
小
学
校
　
山
田
　
三
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
中
・
昇
格
）

　
○
さ
く
ら
小
学
校
　
立
木
　
　
功

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
校
・
昇
格
）

〈
副
校
長
転
入
〉

　
○
さ
く
ら
小
学
校
　
川
島
　
弘
己

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
式
根
島
小
）

　
○
つ
つ
じ
小
学
校
　
黒
須
　
正
吾

　
　
　
　
　
（
杉
並
区
西
田
小
・
昇
格
）

　
○
第
二
中
学
校
　
牧
野
　
英
一

　
　
　
（
江
東
区
深
川
第
六
中
・
昇
格
）

〈
校
長
転
出
〉

　
○
八
王
子
・
楢
原
小
学
校

　
　
　
　
　
田
代
紳
一
郎
（
つ
ば
き
小
）

　
○
板
橋
区
・
蓮
根
小
学
校

　
　
　
　
　
守
屋
　
文
明
（
さ
く
ら
小
）

移
動
図
書
館
車
ひ
ま
わ
り
号

町
立
小
中
学
校
の
校
長
・
副
校
長

　
　
　
　
　
の
異
動
（
4
月
1
日
付
）
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泉津公民館

岡田コミュニティセンター

北の山公民館

大島支庁駐車場

役場前

野増地区中央広場

間伏文化会館

差木地春日団地横公園（みんなの広場）

勤労福祉会館

13:00～13:30

13:45～14:15

14:35～15:05

15:25～16:05

12:20～12:50

13:05～13:35

13:55～14:25

14:45～15:15

15:35～16:05

第
１
・３
週
土
曜
日

北
部
方
面

第
２
・４
週
土
曜
日

南
部
方
面

場　　所曜日

運　行　予　定　表
時　　間

野球大会
（中学生の部）

バレーボール大会
（中学生の部）

バレーボール大会
（婦人の部）

ゲートボール大会

水泳大会

野球大会
（一般の部）

駅伝競走大会

野球大会
（小学生の部）

第二中学校グランド

第二中学校体育館

大島高等学校体育館

伊豆大島
ゲートボール場

大島町弘法浜プール

大島町野球場・他

つばき小学校グランド

波浮港上の山～
旧泉津小学校グランド

４月１０日（土）
予備日４月１１日・１８日（日）

５月３０日（日）

６月１９日（土）
予備日６月２０日（日）雨天中止

２月５日（土）・６日（日）
予備日２月１２日（土）

８月３日（火）
雨天順延（2日間まで）

１０月１７日（日）
予備日１０月２４日（日）

１１月７日（日）
（雨天決行）

４月１０日（土）

８月２９日（日）～

体育レクリエーション
大会

大会名 期日（期間） 会　　　場

第54回

みなさ
まふるって

ご参加ください。応援よろしくお願いします。

　
大
島
交
通
安
全
協
会
・
大
島
安
全
運

転
管
理
者
部
会
か
ら
、
新
小
学
一
年
生

用
の
黄
色
い
帽
子
・
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ

ー
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
新
一
年
生
は
学
校
へ
の
登
下
校
が
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
黄
色
い
帽
子
の

学
童
を
見
か
け
た
時
は
、
十
分
注
意
し

て
運
転
し
て
く
だ
さ
い
。

　　
児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保
と
健
康
維

持
の
た
め
、
保
護
者
へ
の
お
願
い
で
す
。

①
登
下
校
は
可
能
な
か
ぎ
り
徒
歩
と

　
す
る

　
心
身
の
健
全
な
成
長
、
体
力
や
忍
耐

力
を
身
に
つ
け
る
た
め
で
す
。

※
ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用
者
を
除
き
ま
す
。

②
車
に
よ
る
送
迎
は
学
校
近
隣
ま
で

　
と
す
る

　
や
む
を
得
ず
自
家
用
車
等
で
送
迎
す

る
場
合
は
、
学
校
近
隣
ま
で
と
し
ま
す
。

※
各
学
校
で
乗
降
場
所
の
指
定
が
あ
る

　
場
合
は
、
そ
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

　
さ
い
。

③
自
転
車
通
学
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

　
用
す
る

　
中
学
生
の
自
転
車
通
学
は
、
各
学
校

長
の
許
可
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。
許
可

さ
れ
た
家
庭
で
は
子
ど
も
た
ち
の
生
命

を
守
る
た
め
に
も
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

※
過
去
に
死
亡
事
故
の
例
も
あ
り
ま
す

　
の
で
、
子
ど
も
の
命
を
守
る
と
と
も

　
に
他
者
へ
の
迷
惑
を
も
考
え
さ
せ
た

　
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
大
島
町
教
育
委
員
会

小
・
中
学
校
の
登
下
校
に

　
　
　
　
　
つ
い
て
の
お
願
い

運
行
の
変
更

旧差木地小学校
グランド（予定）



　
町
で
は
、
平
成
22
年
度
の
人
材
育
成
事
業

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
農
林
漁
業
・
観
光
業
・
商

工
業
の
産
業
振
興
や
ま
ち
づ
く
り
・
花
嫁
対

策
等
、
将
来
町
の
活
性
化
を
目
的
と
し
た
人

材
育
成
事
業
で
す
。

﹇
対
象
経
費
﹈

・
国
内
の
先
進
地
視
察
に
要
す
る
経
費

・
講
演
会
・
研
修
会
等
の
開
催
お
よ
び
参
加

　
に
要
す
る
経
費

・
後
継
者
育
成
お
よ
び
花
嫁
対
策
に
必
要
な

　
経
費

・
ま
ち
お
こ
し
や
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め

　
に
必
要
な
経
費

﹇
対
象
者
﹈

・
大
島
町
に
１
年
以
上
居
住
し
、
ボ
ラ
ン
テ

　
ィ
ア
活
動
等
に
積
極
的
に
参
加
す
る
意
志

　
の
あ
る
方

・
学
業
の
た
め
に
遠
隔
地
に
居
住
し
て
い
る

　
方

・
国
内
の
先
進
地
視
察
に
つ
い
て
は
、
現
に

　
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施
計
画
が
あ
り
、
そ
の

　
計
画
を
年
内
に
遂
行
し
終
了
報
告
す
る
こ

　
と
が
で
き
る
方

・
年
齢
が
15
歳
以
上
50
歳
未
満
の
方

＊
同
じ
世
帯
か
ら
同
一
の
視
察
は
１
名
と
し

　
ま
す
。

＊
同
じ
機
関
・
団
体
等
で
同
一
の
視
察
へ
の

　
参
加
は
５
名
ま
で
。

＊
過
去
２
年
間
、
こ
の
事
業
の
対
象
と
な
っ

　
た
方
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

＊
特
定
の
企
業
・
機
関
・
団
体
等
の
内
部
研

　
修
や
福
利
厚
生
の
た
め
に
実
施
す
る
も
の

　
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

＊
対
象
者
が
過
去
に
補
助
を
受
け
た
事
業
と

　
類
似
し
た
事
業
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

﹇
補
助
金
額
﹈

・
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
で
10
万

　
円
を
限
度
と
す
る
。

﹇
募
集
期
間
﹈

・
４
月
１
日
（
木
）
〜
９
月
30
日
（
木
）

﹇
応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ
﹈

　
町
長
室
・
各
出
張
所
に
所
定
の
申
込
書
が

あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
町
長
室
振
興
企
画
係

　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
１
４
４
４

◎
こ
の
事
業
は
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
に

　
終
了
し
て
く
だ
さ
い
。
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（
財
）
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、

平
成
22
年
度
地
域
振
興
に
係
る
補
助
事
業
（
第

１
回
）
を
募
集
し
ま
す
。

　
対
象
事
業
の
推
進
に
補
助
を
希
望
す
る
団

体
は
、
指
定
の
申
請
用
紙
に
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
請
用
紙
は
町
長
室
・
各
出
張
所

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

﹇
支
援
対
象
団
体
﹈

　
組
織
の
設
置
目
的
が
島
し
ょ
振
興
に
つ
な

が
る
団
体
、
ま
た
は
お
お
む
ね
５
名
以
上
（
島

し
ょ
在
住
者
）
で
組
織
し
、
代
表
者
・
会
則

等
が
あ
る
グ
ル
ー
プ
を
対
象
と
し
、
公
社
が

補
助
す
る
に
相
応
し
い
実
施
計
画
が
あ
る
団

体
等
（
地
方
公
共
団
体
は
除
く
）
。

﹇
対
象
事
業
﹈

・
特
産
品
開
発
助
成
…
各
島
の
地
域
資
源
を

　
利
用
し
た
、
新
た
な
特
産
品
試
作
な
ど
地

　
域
特
産
品
の
開
発
事
業

・
観
光
振
興
助
成
…
島
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

　
し
、
観
光
客
を
誘
致
す
る
な
ど
観
光
振
興

　
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
事
業

・
人
材
育
成
事
業
…
有
識
者
・
講
師
を
招
き
、

　
島
の
資
源
を
利
用
し
た
島
お
こ
し
に
繋
が

　
る
講
座
を
開
催
し
、
島
し
ょ
の
未
来
を
担

　
う
人
材
を
育
成
す
る
事
業

﹇
補
助
金
額
﹈

　
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
と
し
上
限
額

１
０
０
万
円
と
す
る
。
た
だ
し
、
特
に
必
要

と
認
め
ら
れ
る
事
業
に
つ
い
て
は
２
０
０
万

円
を
上
限
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

　
な
お
、
視
察
に
関
す
る
も
の
は
、
補
助
事

業
の
対
象
と
し
な
い
。

﹇
事
業
期
間
﹈
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

﹇
募
集
期
間
﹈

　
４
月
１
日
（
木
）
〜
４
月
30
日
（
金
）

﹇
補
助
金
の
支
払
﹈

　
補
助
金
の
支
払
い
に
つ
い
て
は
、
精
算
払

い
を
原
則
と
し
ま
す
。

﹇
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　
町
長
室
振
興
企
画
係

　
 
 
（
２
）
１
４
４
４

　
（
財
）
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社

　
　
　
　
０
３
（
５
４
７
２
）
６
５
４
６

　
今
年
も
泉
津
福
重
の
桜
株
に
お
い
て
、
３

回
目
と
な
る
桜
か
ぶ
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

　
湯
茶
サ
ー
ビ
ス
や
だ
ん
ご
な
ど
の
販
売
、

泉
津
の
方
に
よ
る
歌
や
踊
り
の
披
露
な
ど
、

地
元
の
人
や
観
光
客
が
桜
株
を
見
な
が
ら
憩

え
る
場
と
な
り
ま
す
の
で
、
皆
様
お
誘
い
合

わ
せ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

﹇
日
時
﹈
4
月
10
日
（
土
）
・
11
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
観
光
商
工
課

　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
１
４
４
６

第

3

回

　
悪
徳
商
法
な
ど
消
費
生
活
の
質
問
、

　
相
談

﹇
日
　
時
﹈
４
月
28
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

﹇
場
　
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　
４
月
の
行
政
相
談
（
毎
月
第
４
水
曜
日
）

は
お
休
み
し
ま
す
。
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今
年
も
心
身
障
害
者
（
児
）
巡
回
相
談

を
行
い
ま
す
。

　
巡
回
相
談
で
は
、
身
体
障
害
者
お
よ
び

知
的
障
害
者
の
手
帳
交
付
を
申
請
し
た
い

方
や
障
害
程
度
の
変
更
・
補
装
具
の
交
付

を
受
け
た
い
方
を
対
象
に
、
心
身
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
医
師
が
判
定
を
行
い
ま

す
。

　
診
断
を
希
望
さ
れ
る
方
は
予
約
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
知
的
障
害
に
関
す
る
相

談
は
5
月
7
日
（
金
）
ま
で
に
、
身
体
障

害
に
関
す
る
相
談
は
6
月
9
日
（
水
）
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

﹇
日
程
﹈
7
月
13
日
（
火
）

﹇
場
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

﹇
相
談
内
容
﹈

・
身
体
障
害
者
手
帳
お
よ
び
愛
の
手
帳
交

　
付
の
判
定
・
診
断

・
視
覚
機
能
障
害
に
関
す
る
判
定

・
聴
覚
言
語
機
能
障
害
に
関
す
る
測
定

・
補
装
具
交
付
の
理
学
判
定

・
愛
の
手
帳
交
付
の
心
理
学
的
判
定

﹇
予
約
・
問
い
合
わ
せ
﹈

　
福
祉
け
ん
こ
う
課
福
祉
医
療
係

　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
１
４
７
１

　
医
療
セ
ン
タ
ー
の
質
の
向
上
や
サ
ー

ビ
ス
な
ど
、
町
民
の
意
見
・
要
望
を
反

映
さ
せ
、
町
民
本
位
の
医
療
提
供
が
で

き
る
よ
う
運
営
協
議
会
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
協
議
会
は
、
医
療
セ
ン
タ
ー
の

管
理
・
運
営
に
関
し
て
審
議
し
、
町
長

や
指
定
管
理
者
で
あ
る
藤
清
会
に
対
し

意
見
・
要
望
を
具
申
す
る
こ
と
が
で
き
、

町
議
会
議
員
３
名
以
内
、
公
募
に
よ
る

選
定
者
10
名
以
内
、
医
療
・
福
祉
関
係

者
４
名
以
内
、
公
共
的
団
体
構
成
員
10

名
以
内
、
公
共
団
体
職
員
３
名
以
内
の

委
員
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
公
募
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
委

員
の
任
期
満
了
に
伴
い
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

﹇
募
集
人
員
﹈
６
名
（
４
名
は
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
都
度
臨
時
募
集
し
ま
す
）

﹇
任
　
期
﹈
委
嘱
さ
れ
た
日
か
ら

　
　
　
　
　
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

﹇
応
募
方
法
・
期
限
﹈

　
町
役
場
・
各
出
張
所
に
あ
る
申
込
書

を
４
月
30
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

﹇
応
募
資
格
﹈

　
18
歳
以
上
で
大
島
に
住
所
の
あ
る
人

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
福
祉
け
ん
こ
う
課

　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
１
４
７
１

　
４
月
は
消
防
団
員
募
集
強
化
月
間
で
す
。

大
島
町
消
防
団
は
住
民
の
方
々
へ
の
防
火

防
災
強
化
を
目
指
し
、
日
々
活
動
し
て
い

ま
す
。

　
近
年
で
は
、
全
国
的
に
も
み
ら
れ
る
よ

う
に
、
大
島
町
に
お
い
て
も
消
防
団
員
数

の
減
少
が
著
し
く
、
消
防
団
員
募
集
強
化

月
間
に
伴
い
入
団
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

﹇
入
団
要
綱
﹈

・
大
島
町
在
住
で
、
男
女
を
問
わ
ず
、
健

　
康
な
18
歳
以
上
の
方

・
基
本
的
に
は
、
居
住
地
区
の
分
団
で
の

　
活
動
と
な
り
ま
す

・
そ
の
他
消
防
団
条
項
に
反
し
な
い
方

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
消
防
本
部
消
防
団
係

　
　
　
　
　
　
　
 
（
２
）
０
１
１
９

　
責
任
者
　
大
島
町
消
防
団
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
喜
重

　
離
島
と
い
う
地
域
的
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
に
よ
り
、
島
外
で
の
治
療
等
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
難
病
患
者
の
方
に
対
し
、
受
診
に
要

す
る
交
通
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

﹇
補
助
対
象
者
﹈

　
国
お
よ
び
東
京
都
が
指
定
す
る
難
病
医
療

等
助
成
認
定
者
（
東
京
都
知
事
が
発
行
し
て

い
る
医
療
券
所
持
者
等
）
で
、
大
島
町
に
住

所
が
あ
る
者
。

○
該
当
負
担
者
番
号

　
難
病
医
療
（
重
症
認
定
、
重
症
疾
病
以
外
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
１
１
３
６
０
２
６

　
難
病
医
療
（
重
症
認
定
、
重
症
疾
病
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
１
１
３
６
０
１
８

　
特
殊
疾
病
（
先
天
性
血
液
凝
固
因
子
欠
乏

　
症
等
）
　
　
　
　
　
５
１
１
３
７
０
１
６

　
小
児
慢
性
疾
患
（
国
制
度
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
２
１
３
６
０
１
７

　
小
児
慢
性
疾
患
（
都
制
度
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
２
１
３
１
０
０
４

　
特
殊
医
療
（
人
工
透
析
を
必
要
と
す
る
腎

　
不
全
）
　
　
　
　
　
８
２
１
３
８
０
０
９

○
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
医
療

　
券
の
な
い
者
も
該
当
に
な
り
ま
す
。

﹇
補
助
金
額
﹈
年
間
　
１
０，
０
０
０
円

﹇
申
請
時
に
必
要
な
も
の
﹈

　
印
鑑
・
東
京
都
が
認
定
交
付
し
た
医
療
券

　
・
振
込
み
先
口
座
番
号

※
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
方
は
、
医
療
機

　
関
の
透
析
受
診
証
明
書
等
で
も
可

﹇
申
請
・
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　
福
祉
け
ん
こ
う
課
　
（
２
）
１
４
７
１

　
大
島
町
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
、

平
成
23
年
４
月
１
日
よ
り
一
般
住
宅

へ
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
化
さ
れ
ま
す
。

　
台
所
・
主
寝
室
・
各
居
室
・
階
段

上
部
な
ど
へ
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
消
防
本
部
予
防
係

 
　
　
　
　
　
　
（
２
）
０
１
１
９

心
身
障
害
者（
児
）巡
回
相
談

大
島
医
療
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置

の
お
願
い

交
付
の
判
定
・
診
断

平
成
22
年
度
　

難
病
支
援
特
別
対
策
事
業
費
補
助
金

委
員
募
集



﹇
縦
覧
内
容
﹈

　
縦
覧
帳
簿
の
記
載
事
項
の
「
評
価
額
」
等
、
自
己
の
所
有
す
る

不
動
産
と
そ
の
近
隣
の
不
動
産
を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

﹇
縦
覧
期
間
﹈
４
月
１
日
（
木
）
〜
５
月
31
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

﹇
縦
覧
場
所
﹈
税
務
課
　
※
各
出
張
所
で
の
縦
覧
は
で
き
ま
せ
ん

﹇
縦
覧
で
き
る
方
﹈

　
大
島
町
に
所
在
す
る
不
動
産
に
対
し
て
固
定
資
産
税
が
課
税
さ

れ
る
納
税
者
の
方

　
（
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

※
本
人
所
有
以
外
の
不
動
産
に
つ
い
て
は
、
評
価
内
容
の
説
明
は

　
で
き
ま
せ
ん
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
税
務
課
課
税
係
　
（
２
）
１
４
６
５

　
保
健
師
・
助
産
婦
・
看
護
師
・
准
看
護
士
を
養
成
す
る
学

校
ま
た
は
養
成
所
に
在
籍
す
る
者
で
、
大
島
町
の
区
域
内
に

お
い
て
看
護
業
務
に
従
事
し
よ
う
と
す
る
す
る
者
に
対
し
、

修
学
資
金
を
貸
与
（
貸
付
）
し
て
い
ま
す
。

﹇
修
学
資
金
の
貸
与
額
﹈
月
額
　
３
６，
０
０
０
円

﹇
貸
与
金
の
利
子
﹈
無
利
子

﹇
修
学
資
金
の
免
除
﹈

　
町
の
区
域
内
の
指
定
施
設
に
お
い
て
、
一
定
期
間
以
上
の

看
護
業
務
に
従
事
し
た
場
合
等
に
つ
い
て
は
、
修
学
資
金
の

債
務
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
福
祉
け
ん
こ
う
課
福
祉
医
療
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
１
４
７
１
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﹇
実
施
日
・
実
施
学
校
﹈

　
５
月
８
日
（
土
）

　
　
広
尾
・
板
橋
の
各
学
校

　
５
月
15
日
（
土
）

　
　
荏
原
・
府
中
・
北
多
摩
・
青
梅
・
南
多
摩
の
各
学
校

﹇
対
象
者
﹈

　
看
護
に
興
味
の
あ
る
高
校
生
お
よ
び
社
会
人（
男
性
の
方
大
歓
迎
）

﹇
申
込
方
法
﹈

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は
往
復
ハ
ガ
キ
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

場
合
は
希
望
す
る
各
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
。
往
復
ハ
ガ
キ

の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・
性
別
・
電
話

番
号
・
学
校
名
と
学
年
ま
た
は
勤
務
先
を
明
記
し
希
望
す
る
学
校

へ
。
１
人
２
校
ま
で
申
込
可
（
同
日
実
施
校
へ
の
申
込
は
不
可
）

﹇
締
め
切
り
﹈
４
月
９
日
（
金
）

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
各
学
校
一
日
体
験
入
学
担
当
者

　
東
京
都
福
祉
保
健
局
医
療
政
策
部
医
療
人
材
課
看
護
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
３
（
５
３
２
０
）
４
４
４
７

都
立
看
護
専
門
学
校

一
日
体
験
入
学

　
平
成
19
年
４
月
か
ら
、
わ
な
の
規
制
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
京
都
で
は
野
生
鳥
獣
を
捕
獲
す
る
目
的
で
の
ト
ラ
バ
サ

ミ
の
使
用
を
原
則
認
め
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
わ
な
を
使
用

す
る
場
合
に
は
、
狩
猟
免
許
が
必
要
で
す
。

　
違
反
行
為
に
は
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
支
庁
産
業
課
　
（
２
）
４
４
３
１

　
春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
野
鳥
た
ち
の
繁
殖

シ
ー
ズ
ン
で
す
。

　
こ
の
時
期
は
、
地
面
に
落
ち
て
迷
子
に
な

っ
た
よ
う
に
見
え
る
ヒ
ナ
を
見
か
け
る
こ
と

が
多
く
な
る
季
節
で
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
ヒ
ナ
は
迷
子
に
な
っ
て
い

る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
支
庁
産
業
課

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
４
４
３
１

　
大
島
町
火
葬
業
務
は
、
4
月
1
日
よ
り
「
友

引
」
の
日
の
業
務
を
休
業
と
し
ま
す
。

　
な
お
斎
場
の
利
用
や
搬
送
に
つ
い
て
は
、

従
来
ど
お
り
利
用
で
き
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　
生
活
環
境
課
　
（
２
）
１
４
８
７
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（
町
長
か
ら
思
い
を
発
し
ま
す
）

「
打
打
発
止
」

　
（
激
論
を
戦
わ
せ
る
さ
ま
）

№１１

〈
カ
メ
リ
ア
マ
ラ
ソ
ン
余
話
〉

藤
井
町
長

　
ス
ー
パ
ー
公
務
員
木
村
俊
昭
氏
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
を
語
る

　
大
島
は
は
じ
め
て
、
の
木
村
俊
昭
大
臣

官
房
企
画
官
。
２
月
21
日
、
カ
メ
リ
ア
マ

ラ
ソ
ン
に
参
加
。
ゴ
ー
ル
イ
ン
後
、
御
神

火
温
泉
で
一
汗
流
し
、
即
帰
京
の
時
間
を

縫
っ
て
藤
井
静
男
大
島
町
町
長
と
対
談
。

　
「
よ
う
こ
そ
」
と
迎
え
た
町
長
は
、
『
富

士
山
が
見
え
な
か
っ
た
ら
宿
泊
費
を
お
返

し
し
ま
す
』
な
ど
大
胆
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
話
題
を
集
め
、
島
の
セ
ー
ル
ス
ア
ッ
プ

に
奮
闘
す
る
。
「
地
域
を
活
性
さ
せ
る
！
」

共
通
テ
ー
マ
で
盛
り
上
が
っ
た
１
時
間
余

と
な
っ
た
。

　
東
京
に
最
も
近
い
、
常
春
の
南
の
島
は
、

『
〈
羨
ま
し
が
ら
れ
る
大
島
〉
の
実
現
を

楽
し
み
に
し
て
』
と
題
し
た

活
性
化
戦
略
実
績
報
告
書
が

記
す
よ
う
に
、
課
題
の
実
現

力
に
期
待
が
か
か
っ
て
い
る
。

　
島
は
資
源
の
産
地
で
あ
る
。

藤
井
町
長
は
、
「
地
産
地
消
」

の
従
来
の
発
想
を
「
地
産
地

商
」
に
転
換
し
、
で
き
る
島

を
め
ざ
し
た
い
！
と
抱
負
を

語
っ
た
。

　
「
地
域
活
性
化
伝
道
師
」

と
も
い
わ
れ
、
そ
の
全
国
行

脚
ぶ
り
は
つ
と
に
知
ら
れ
る

木
村
企
画
官
。
人
と
地
域
を

元
気
に
す
る
仕
事
術
は
、
『
「
で

き
な
い
」
を
「
で
き
る
！
」
に
変
え
る
』
。

そ
の
ヒ
ン
ト
は
バ
ラ
バ
ラ
に
計
画
す
る
の

で
は
な
く
、
『
つ
な
ぐ
こ
と
』
が
戦
略
と

な
る
」
、
と
、
町
長
に
エ
ー
ル
を
お
く
っ

た
。
　
　
　
　
　
取
材
／
野
口
由
紀
子

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン
ネ
ッ
ク
レ
ス
）

　
「
町
長
と
対
談
し
た
い
」
野
口
さ
ん
か

ら
突
然
の
申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
や
環
境
の
保
全
を
目
的
に
活
動
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
展
開
し
て
い
る
と
い
う
野
口
さ

ん
。
現
在
九
州
で
椿
に
よ
る
地
域
活
性
化

を
手
掛
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
の
椿
代

表
地
で
あ
る
こ
の
大
島
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
を
図
り
、
地
域
の
活
性
化
が
で
き
な
い

だ
ろ
う
か
と
考
え
た
そ
う
で
す
。

　
木
村
氏
は
、
小
樽
市
の
職
員
か
ら
国
家

公
務
員
へ
と
抜
擢
さ
れ
、
各
地
に
再
生
の

種
を
ま
き
な
が
ら
日
本
中
を

飛
び
回
り
、
活
性
化
に
尽
力

さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

　
昨
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
仕
事
の
流
儀
」

で
も
紹
介
さ
れ
た
ス
ー
パ
ー

公
務
員
、
「
町
の
こ
と
を
考

え
る
人
、
そ
れ
が
公
務
員
」

と
話
は
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
地
域
を
元
気
に
さ
せ
る

に
は
、
ま
ず
自
分
が
元
気
で

な
け
れ
ば
ダ
メ
だ
な
と
、
氏

に
接
し
て
つ
く
づ
く
思
い
ま

し
た
。

　
よ
し
、
元
気
で
頑
張
る
ぞ
！

東
京

三
弁
護
士
会

に
よ
る
法
律
相
談

東
京

三
弁
護
士
会

に
よ
る
法
律
相
談

東
京

三
弁
護
士
会

に
よ
る
法
律
相
談 お気軽に

ご相談ください

　
東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
法
律
相
談
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
※
予
約
が
必
要
で
す
。

﹇
日
時
﹈
4
月
14
日
（
水
）

　
　
　
　
午
前
10
時
30
分

　
　
　
　
　
　
〜
午
後
4
時
30
分

　
　
　
　
次
の
予
定
…
５
月
12
日
（
水
）

﹇
場
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

﹇
相
談
内
容
・
時
間
﹈

　
無
料
一
般
相
談
（
当
日
の
み
）

　
相
談
時
間
は
お
一
人
40
分
以
内

﹇
予
約
受
付
時
間
﹈

　
月
曜
日
〜
金
曜
日
　

　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

　
午
後
1
時
〜
午
後
5
時

　
（
い
ず
れ
も
祝
祭
日
を
除
く
）

﹇
主
催
﹈
 

　
・
東
京
弁
護
士
会

　
・
第
一
東
京
弁
護
士
会
　

　
・
第
二
東
京
弁
護
士
会

﹇
問
い
合
わ
せ
・
予
約
電
話
番
号
﹈

　
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
　

　
 
0
3
（
3
5
9
5
）
8
5
7
5

　
第
二
東
京
弁
護
士
会
で
は
、
島
し

ょ
部
住
民
を
対
象
に
し
た
「
電
話
に

よ
る
法
律
相
談
」
を
実
施
し
ま
す
。

﹇
相
談
日
﹈

　
平
成
22
年

　
４
月
23
日（
金
）・
５
月
28
日（
金
）

　
６
月
25
日（
金
）・
７
月
23
日（
金
）

　
８
月
27
日（
金
）・
９
月
24
日（
金
）

﹇
相
談
料
金
﹈

　
本
相
談
日
に
つ
い
て
は
無
料

﹇
実
施
時
間
﹈

　
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
正
午
で
、

完
全
予
約
制
。
相
談
時
間
は
１
件
あ

た
り
20
分
枠
。

※
予
め
当
会
に
電
話
連
絡
の
う
え
、

　
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

﹇
予
約
電
話
番
号
﹈

　
第
二
東
京
弁
護
士
会

　
　
　
　
　
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
０
３
（
３
５
９
２
）
１
８
５
５

 
FAX
０
３
（
３
５
８
１
）
３
３
３
７

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
第
二
東
京
弁
護
士
会
　

　
法
律
相
談
課

　
　
０
３
（
３
５
９
２
）
１
８
５
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
竹
下

島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
し
た

電
話
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
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ごみ袋、ごみシールは外側の見やすい場所に使用して下さい。

収集します 収集しません

外側に指定ごみ袋 指定ごみシール
中に指定ごみ袋を使用しても
外から見てわからないもの

ダンボールの中に指定ごみ袋を入れて出しても収集しません。

護
美
護
美
を
考
え
る
第83号

ご
み
を
か
ん
が
え
る

Ｑ．

ご
み
を
出
す
に
は
？

Ａ．
燃
や
せ
る
ご
み
は
決
め
ら
れ
た
収
集
場

　
　
所
・
収
集
日
に
【
大
島
町
指
定
ご
み
袋
】

　
　
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

　
　
ダ
ン
ボ
ー
ル
等
で
出
す
場
合
は
【
大
島

　
　
町
指
定
ご
み
シ
ー
ル
】
を
貼
っ
て
出
し

　
　
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ．

大
島
町
指
定
ご
み
袋
・
シ
ー
ル
っ
て
ど

　
　
ん
な
も
の
？

Ａ．
袋
は
２
種
類
・
シ
ー
ル
は
１
種
類
あ
り
、

　
　
島
内
の
ス
ー
パ
ー
や
小
売
店
で
販
売
し

　
　
て
い
ま
す
。

　
・
燃
や
せ
る
ご
み
用
〈
赤
色
の
文
字
〉

　
　
（
45
・
70
 
）

　
・
資
源
・
有
害
ご
み
用
〈
緑
色
の
文
字
〉

　
　
（
45
・
70
 
）

　
・
ご
み
シ
ー
ル

Ｑ．

分
別
は
？

Ａ．
大
き
く
分
け
て
３
種
類
で
す
。

　
　
・
燃
や
せ
る
ご
み
（
可
燃
ご
み
）

　
　
・
資
源
ご
み
（
リ
サ
イ
ク
ル
）

　
　
・
そ
の
他
（
有
害
・
粗
大
ご
み
等
）

Ｑ．

収
集
場
所
・
収
集
日
は
？

Ａ．
お
住
ま
い
の
地
区
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

Ｑ．

水
色
回
収
箱
っ
て
？

Ａ．
資
源
ご
み
の
集
積
場
所
で
、
島
内
各
地

　
　
区
40
か
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

Ｑ．

ご
み
関
連
の
問
い
合
わ
せ
先
は
？

Ａ．
町
役
場
生
活
環
境
課

 
　
　
　
　
（
２
）
１
４
８
７

◆
燃
や
せ
る
ご
み
（
生
ゴ
ミ
・
紙
類
等
）

《
燃
や
せ
る
ご
み
袋
》
（
赤
色
の
文
字
）

・
生
ご
み
は
水
分
を
よ
く
切
り
ま
し
ょ
う
。

・
大
島
町
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く

　
だ
さ
い
。

・
収
集
場
所
に
は
、
カ
ラ
ス
や
猫
に
荒
ら
さ

　
れ
な
い
よ
う
ポ
リ
バ
ケ
ツ
等
の
容
器
を
使

　
用
し
、
収
集
日
の
朝
８
時
ま
で
に
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。

・
一
度
に
出
せ
る
ご
み
の
量
は
、
大
島
町
指

　
定
ご
み
袋
70
　
で
は
１
袋
、
45
　
で
は
２

　
袋
ま
で
で
す
。

・
収
集
場
所
は
、
利
用
す
る
み
な
さ
ん
で
管

　
理
し
て
く
だ
さ
い
。

ダ
ン
ボ
ー
ル
で
出
す
と
き

　
　
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
ご
み
を
出
す
場
合
、
見

　
や
す
い
場
所
に
大
島
町
指
定
ご
み
シ
ー
ル

　
を
貼
る
か
、
大
島
町
指
定
ご
み
袋
に
ダ
ン

　
ボ
ー
ル
を
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
な
お
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
大
き
さ
は
45
㎝

　
×
45
㎝
×
45
㎝
程
度
と
し
、
そ
れ
以
上
の

　
大
き
さ
の
場
合
は
、
シ
ー
ル
を
２
枚
貼
っ

　
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
ご
み
収
集
車
に

　
入
ら
な
い
大
き
さ
の
も
の
は
収
集
で
き
ま

　
せ
ん
。

　
　
ま
た
、
箱
を
二
重
に
す
る
・
箱
内
部
の

　
側
面
や
上
部
に
重
ね
た
新
聞
紙
や
雑
誌
等

　
で
補
強
す
る
と
、
カ
ラ
ス
や
猫
に
荒
ら
さ

　
れ
る
こ
と
も
な
く
、
収
集
場
所
を
清
潔
に

　
保
て
ま
す
。

※
大
島
町
指
定
ご
み
シ
ー
ル
や
ダ
ン
ボ
ー
ル

　
の
外
側
に
大
島
町
指
定
ご
み
袋
を
使
わ
ず

　
出
し
た
ご
み
は
、
【
違
反
シ
ー
ル
】
を
貼

　
り
回
収
し
ま
せ
ん
の
で
、
ル
ー
ル
を
守
り

　
正
し
い
ご
み
出
し
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
資
源
ご
み

《
資
源
・
有
害
ご
み
用
》
（
緑
色
の
文
字
）

【
飲
料
用
空
き
缶
】

【
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
】

【
ビ
ン
・
ガ
ラ
ス
・
瀬
戸
物
】

【
金
属
（
飲
料
缶
を
除
く
）
】

【
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
】

【
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
】

　
は
資
源
ご
み
と
し
て
各
地
区
に
設
置
さ
れ

た
《
水
色
回
収
箱
》
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
き
ち
ん
と
分
別

・
中
身
は
残
さ
ず
、
水
洗
い

・
大
島
町
町
指
定
ご
み
袋
に
入
る
大
き
さ
ま

　
で
（
こ
れ
を
超
え
る
大
き
さ
の
も
の
は
各

　
処
理
場
へ
直
接
持
込
む
）

◆
そ
の
他

　
ベ
ッ
ド
や
タ
ン
ス
等
の
粗
大
ご
み
な
ど
は

処
理
場
へ
の
直
接
持
込
み
と
な
り
ま
す
。

　
水
色
回
収
箱
の
不
法
投
棄
・
非
分
別
ワ
ー

ス
ト
場
所
を
発
表
し
ま
す
。
こ
の
場
所
は
重

点
的
に
見
回
り
を
実
施
し
ま
す
。

　
◆
北
の
山
地
区
：
飛
行
場
付
近

　
◆
元
　
町
地
区
：
火
山
博
物
館

　
　
　
　
　
　
　
　
長
根
浜
公
園
付
近

　
◆
差
木
地
地
区
：
忠
魂
碑
付
近

　
◆
ク
ダ
ッ
チ
地
区
：
旧
南
診
跡
地

と
残
念
な
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ひ
と
り
ひ
と
り
が
マ
ナ
ー
を
守
り
、
環
境

美
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
心
な
い
方
を
見
か
け
た
場
合
は
積

極
的
に
声
を
か
け
、
注
意
す
る
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
大
島
警
察
署
ま
た
は
生
活
環
境
課

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

大
島
に
転
入
さ
れ
た
　
み
な
さ
ん
へ



家庭ごみを排出の際には、下記の表を参考にし分別にご協力をお願いします。
資源ごみ（特にビンや缶・ボトル）はよく水洗いし、きちんと分別して出してください。

生活環境課   （２）１４８７

【各施設連絡先】野増清掃工場　　　　　　（２）２６４２　月～土　午前8：00～午後4：00まで
　　　　　　　　粗大ごみ処理場　　　　　（２）３５８９　月～土　午前8：00～午後4：00まで
　　　　　　　　大島リサイクルセンター　（２）００５１　月～土　午前8：00～午後5：00まで

ご　み　の　種　類

燃やせるごみ
（赤色の文字）

金属類

飲料用空き缶
ペットボトル
発泡スチロール
ビン・ガラス・瀬戸物
固いプラスチック類
自動車リサイクル 使用済み自動車

パソコンリサイクル 使用済みパソコン

家電リサイクル

その他の家電製品

エアコン・テレビ
洗濯機・冷蔵庫
冷凍庫

資
　
源
　
ご
　
み
・
他
（
緑
色
の
文
字
）

収集日等 出し方等
排出場所：各ごみ収集所
元町1、2丁目・北の山・野増
元町3、4丁目・岡田・泉津
波浮港・差木地沖の根
差木地
クダッチ・間伏

生ごみ・紙類・衣類
柔らかなプラスチッ
ク類
落葉、剪定枝等
〈指定ごみ袋（45 ）
　　　　　2袋まで〉

毎週、火曜日・土曜日
毎週、月曜日・金曜日
毎週、月曜日・木曜日
毎週、火曜日・金曜日
毎週、水曜日・土曜日

排出場所：各地区

または、お近くの電気店に依頼
（有料）

製造元へ回収の申し込みをして
ください。

郵便局でリサイクル券
購入後、「粗大ごみ処
理場」へ直接持込み

自然樹木

家庭から出る木材、タンス等の
木製家具類、畳、布団等

直接持込み

※事業者の持込み
　は、事前に町役
　場生活環境課・
　各出張所に申請
　が必要

直接持込み※事前
に町役場生活環境課・
各出張所に申請が必要

町役場・各出張所
間伏文化会館・クダッチ老人福祉
館

自動車工場等問い合わせのうえ
依頼

大島リサイクルセンター
※持込み前に連絡が必要

島内での購入品は販売元へ
島外での購入品は生活環境課まで

町役場本庁：毎日
その他：開館日の
開館時間帯

個人処理

土砂、自然石（公共・民間とも）

粗大ごみ

乾電池、蛍光灯、水銀体温計

使い捨てライター

家庭から出る廃タイヤ、ゴム製品

家庭から出るコンクリート、軽量ブロック
セメント瓦

家庭から出る（在宅）医療廃棄物
（金属製の注射針等）

個人処理

個人処理

直接持込み

個人処理

北部：泉津土砂捨場

南部：差木地土砂捨場

大島リサイクルセンター

大島リサイクルセンター

粗大ごみ処理場

粗大ごみ処理場

水色回収箱

排出場所：各地区

※収集日の前日から、当日の朝８
　時までに出してください。

水色回収箱

飲料以外の缶・鍋等
指定ごみ袋におさま
るもの

トタン・スプリング
マットレス等、大き
なものや大量なもの

家庭から出る衣裳プラケース、
20  ポリ缶・雨水トヨ、外壁材
便器、浴槽等の建築廃材・ハウス
ビニール、カーペット、コピー機
等

自動車工場等

直接持込み
直接持込み

北部：毎週、水曜日

直接持込み（有料）

南部：毎週、土曜日

毎週、月曜日

毎週、月曜日

毎週、木曜日

毎週、第1・3火曜日

毎週、第2・4火曜日

平成22年4月号19 広報おおしま

（10㎏あたり100円）

（10㎏あたり100円）

大島町指定ごみシールを貼り、
持ち込んでください
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◆
母
親
学
級
《
予
約
制
》
妊
婦
さ
ん
対
象

・
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
頃

　
　
　
　
　
　
　
【
１
ク
ー
ル
4
日
制
】

①
4
／
8
（
木
）
〈
保
健
師
〉

「
お
産
の
準
備
・
妊
産
婦
体
操
・
懇
親
会
」

②
4
／
14
（
水
）

　
　
　
　
〈
歯
科
医
師
・
歯
科
衛
生
士
〉

「
歯
科
健
診
・
楽
し
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
　
」

③
4
／
23
（
金
）

　
　
　
　
〈
産
婦
人
科
医
師
・
栄
養
士
〉

「
妊
娠
中
の
健
康
管
理
・
妊
産
婦
の
栄
養
」

④
5
／
7
（
金
）
〈
保
健
師
〉

「
赤
ち
ゃ
ん
の
保
育
と
沐
浴
・
懇
談
会
」

◆
栄
養
個
別
相
談
《
予
約
制
》

・
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー
（
栄
養
士
ま
で
）

「
糖
尿
病
予
防
栄
養
相
談
」
　
4
／
20
（
火
）

「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
予
防
」
　
4
／
21
（
水
）

「
高
血
圧
予
防
栄
養
相
談
」
　
4
／
22
（
木
）

◆
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
《
予
約
制
》

・
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー
（
保
健
師
ま
で
）

　
4
／
13
（
水
）
・
22
（
木
）

◆
ハ
ッ
ピ
ー
歯
科
相
談
《
予
約
制
》

・
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
（
歯
科
衛
生
士
ま
で
）

「
歯
周
病
予
防
相
談
」
　
　
4
／
13
（
火
）

「
ち
び
っ
子
歯
科
相
談
」
　
　
4
／
15
（
木
）

「
親
子
で
歯
科
相
談
」
　
　
4
／
20
（
火
）

◆
健
康
相
談
《
予
約
制
》
　
　

・
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー

※
保
健
師
・
看
護
師
・
栄
養
士
・
歯
科
衛

　
生
士
に
よ
る
相
談
で
す
。

◆
3
〜
4
カ
月
・
産
婦
健
診
　
4
／
1
（
木
）

◆
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
　
　
　
4
／
12
（
月
）

◆
定
期
の
予
防
接
種

（
三
種
混
合
・
麻
疹
・
風
疹
・
二
種
混
合
）

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
８
１
４
１

◆
6
・
9
ヵ
月
児
健
診
《
予
約
制
》

　
・
医
療
セ
ン
タ
ー
　
◇
毎
週
水
曜
日

　
４
／
7
日
・
14
日
・
21
日
・
28
日

　
※
７
日・
14
日
は
離
乳
食
相
談
も
あ
り
ま

　
　
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
医
療
セ
ン
タ
ー
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
２
３
４
６

左
記
は
対
象
者
に
通
知
し
ま
す
。（
各
対
象
時
期
に
）

左
記
は
対
象
者
に
通
知
し
ま
す
。（
約
2
週
間
前
）

　　
基
本
健
康
診
査
は
、
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
を

把
握
し
、
高
血
圧
症
・
糖
尿
病
・
脂
質
異
常

症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
予
防
を
目
的
と
し

て
行
っ
て
い
ま
す
。
健
診
を
積
極
的
に
活
用

し
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
だ
け
で
な
く
、
健

康
の
維
持
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

 
な
お
、
施
設
に
入
所
中
の
方
や
6
ヶ
月
以

上
入
院
中
の
方
、
妊
産
婦
の
方
は
健
診
を
受

診
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

﹇
対
象
者
﹈

▼
特
定
健
康
診
査
　

　
大
島
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
40
歳
以

上
74
歳
ま
で
の
被
保
険
者

（
一
部
事
業
主
健
診
対
象
者
を
除
く
）

▼
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

　
大
島
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
し
て
い

る
被
保
険
者

▼
39
歳
以
下
等
健
康
診
査

　
大
島
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
39
歳
以
下
の

方
・
生
活
保
護
受
給
者
の
方

﹇
検
査
項
目
﹈

問
　
診
＝
服
薬
暦
・
既
往
歴
・
生
活
習
慣
病

　
　
　
　
に
関
す
る
項
目
・
自
覚
症
状
等

計
　
測
＝
身
長
・
体
重
・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
・
血
圧
・

　
　
　
　
腹
囲

診
　
察
＝
理
学
的
所
見
（
身
体
診
察
）

脂
　
質
＝
中
性
脂
肪
・
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ

　
　
　
　
ー
ル
・
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

肝
機
能
＝
Ｇ
Ｏ
Ｔ
・
Ｇ
Ｐ
Ｔ
・
r
―
Ｇ
Ｔ
Ｐ

代
謝
系
＝
空
腹
時
血
糖
（
後
期
高
齢
者
健
診
 

 

　
　
　
　
以
外
）
・
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ

尿
・
腎
機
能
＝
尿
糖
・
尿
蛋
白

☆
一
定
の
基
準
の
下
、
医
師
が
必
要
と
判
断

　
し
た
場
合
は
、
心
電
図
検
査
・
眼
底
検
査

　
（
後
期
高
齢
者
健
診
を
除
く
）
・
貧
血
検

　
査
＝
赤
血
球
数
・
血
色
素
量
・
ヘ
マ
ト
ク

　
リ
ッ
ト
値
を
選
択
し
追
加
検
査
し
ま
す
。

﹇
実
施
場
所
と
予
約
方
法
﹈

　
医
療
セ
ン
タ
ー
に
て
実
施
し
ま
す
の
で
、

受
診
希
望
者
は
電
話
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
予
約
受
付

　
平
成
22
年
4
月
19
日
〜

　
平
日
の
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

　
予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
 
（
２
）
２
３
４
６

﹇
実
施
日
﹈

※
９
月
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
5

　
月
〜
8
月
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

５月

６月

７月

８月

９月

１６日（日）

６日（日）

１３日（日）

４日（日）

１１日（日）

２９日（日）

５日（日）

１２日（日）

基
本
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
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平
成
22
年
度
の
が
ん
検
診
を
５
月
よ
り

開
始
し
ま
す
。
日
本
人
の
が
ん
は
増
え
続

け
、
昭
和
56
年
以
来
死
因
の
１
位
と
な
っ

て
い
ま
す
。
最
近
で
は
検
診
に
よ
る
早
期

発
見
や
治
療
方
法
の
向
上
に
よ
り
、
治
る

可
能
性
が
高
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
定
期
的
に
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
が

重
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

﹇
実
施
場
所
﹈
医
療
セ
ン
タ
ー

﹇
予
約
開
始
﹈
平
成
22
年
４
月
19
日
〜

﹇
予
約
受
付
﹈

　
平
日
の
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

　
予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
２
）２
３
４
６

﹇
実
施
日
﹈
5
月
よ
り
年
間
通
し
て
実
施

　
火
曜
日
・
木
曜
日
・
月
１
回
日
曜
日

﹇
検
診
の
種
類
﹈
胃
が
ん
検
診
（
胃
Ｘ
線

検
査
ま
た
は
胃
内
視
鏡
検
査
）
、
肺
が
ん

検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
、
子
宮
が
ん
検
診
、

腹
部
Ｃ
Ｔ
、
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

﹇
料
金
﹈
各
検
診
１
回
の
み
無
料

※
５
月
よ
り
腹
部
超
音
波
に
変
わ
り
腹
部

　
Ｃ
Ｔ
検
査
と
な
り
ま
す
。

※
日
曜
日
の
子
宮
が
ん
検
診
は
あ
り
ま
せ

　
ん
。

※
が
ん
検
診
は
、
基
本
健
康
診
査
・
肝
炎

　
ウ
イ
ル
ス
検
診
と
の
同
時
受
診
は
で
き

　
ま
せ
ん
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
８
１
４
１

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

﹇
受
診
券
の
交
付
と
問
診
票
の
回
収
﹈

　
受
診
券
と
問
診
票
は
、
住
民
課
・
各
出
張

所
（
住
所
地
以
外
の
出
張
所
で
も
交
付
可
能
）

で
交
付
し
ま
す
。
問
診
票
は
、
受
診
券
を
受

け
取
る
際
、
記
入
し
て
提
出
願
い
ま
す
。
（
代

理
の
方
が
受
け
取
り
に
来
た
場
合
、
受
診
日

の
10
日
前
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
）

　
事
前
に
提
出
で
き
な
い
場
合
、
当
日
医
療

セ
ン
タ
ー
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
記
載
漏
れ

等
が
あ
り
ま
す
と
、
多
少
時
間
を
要
し
ま
す
。

　
な
お
、
当
日
は
「
受
診
券
」
と
「
保
険
証
」

を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

﹇
健
診
の
結
果
﹈

　
結
果
は
健
診
後
1
ヶ
月
程
度
で
郵
送
さ
れ

ま
す
の
で
、
結
果
の
説
明
（
無
料
）
を
希
望

す
る
方
は
電
話
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
健
診
結
果
の
説
明
以
外
の
診
療
行

為
を
受
け
た
場
合
は
費
用
が
発
生
し
ま
す
。

特
定
保
健
指
導

　
特
定
健
康
診
査
の
結
果
を
基
に
保
健
指
導

を
行
い
ま
す
。

①
腹
囲
＝
男
性
85
㎝
以
上
、
女
性
90
㎝
以
上

②
高
血
糖
＝
空
腹
時
血
糖
値
110
㎎
／
dl
以
上

③
高
血
圧
＝
収
縮
期
130
㎜
Hg
以
上

　
拡
張
期
85
㎜
Hg
以
上

④
脂
質
異
常
＝
中
性
脂
肪
150
㎎
／
dl
以
上

　
ま
た
は
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
40
㎎

　
／
dl
未
満

﹇
対
象
者
﹈

▼
動
機
付
け
支
援

　
健
診
結
果
で
①
に
加
え
、
②
〜
④
の
う
ち

１
つ
該
当
す
る
方

▼
積
極
的
支
援

　
健
診
結
果
で
①
に
加
え
、
②
〜
④
の
う
ち

１
つ
以
上
該
当
し
、
か
つ
喫
煙
歴
の
あ
る
方
、

お
よ
び
２
つ
以
上
該
当
の
方

　
「
動
機
付
け
支
援
・
積
極
的
支
援
」
の
対

象
者
の
う
ち
、
問
診
票
の
内
容
も
反
映
さ
せ

て
保
健
指
導
対
象
者
を
決
定
し
ま
す
。
保
健

指
導
の
実
施
時
期
（
12
月
以
降
を
予
定
）
に

な
り
ま
し
た
ら
、
対
象
者
に
は
連
絡
を
し
ま

す
。

　
な
お
、
②
〜
④
の
治
療
に
係
る
薬
を
服
用

し
て
い
る
方
は
、
既
に
医
師
の
指
示
に
よ
り

医
学
的
管
理
下
で
指
導
を
受
け
て
い
る
と
さ

れ
、
保
健
指
導
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

生
活
機
能
評
価

　
生
活
機
能
評
価
は
、
現
在
の
心
身
の
状
態

や
日
常
生
活
の
活
動
な
ど
が
低
下
し
て
い
な

い
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
介
護
や
支
援
が
必
要

と
な
る
可
能
性
の
高
い
方
（
特
定
高
齢
者
）

を
早
期
に
把
握
し
、
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

﹇
対
象
者
﹈

　
大
島
町
国
民
健
康
保
険
・
大
島
町
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
加
入
者
・
生
活
保
護
受
給
者

の
方
で
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い

な
い
65
歳
以
上
の
大
島
町
介
護
保
険
被
保
険

者
の
方
。
（
そ
の
他
の
医
療
保
険
加
入
者
の

方
は
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

﹇
受
診
方
法
﹈

　
住
民
課
ま
た
は
各
出
張
所
に
「
介
護
保
険

被
保
険
者
証
」
を
提
示
し
、
「
基
本
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
」
の
質
問
事
項
（
身
長
・
体
重
・

日
頃
の
生
活
の
様
子
な
ど
）
に
回
答
後
、
基

本
健
康
診
査
の
問
診
票
と
一
緒
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
結
果
、
生
活
機
能
評
価
が

必
要
と
判
断
さ
れ
た
方
に
受
診
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

﹇
受
診
項
目
﹈

　
問
診
・
聴
打
診
・
血
圧
測
定
・
貧
血
検
査
・

心
電
図
検
査
・
血
清
ア
ル
ブ
ミ
ン
検
査
な
ど
。

一
部
基
本
健
康
診
査
と
重
複
し
て
い
ま
す
の

で
、
基
本
健
康
診
査
と
同
時
に
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。
受
診
場
所
・
実
施
日
な
ど
に
つ
い

て
も
、
基
本
健
康
診
査
と
同
じ
で
す
。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

　
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
に
は
Ｃ
型
と
Ｂ
型
が
あ

り
、
放
置
し
て
お
く
と
慢
性
肝
炎
や
肝
硬
変
、

肝
が
ん
へ
と
進
展
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

検
査
方
法
は
血
液
検
査
で
す
。

﹇
対
象
者
﹈

・
満
40
歳
の
方

・
20
歳
以
上
の
方
で
過
去
に
一
度
も
検
査
を

　
受
け
た
こ
と
の
な
い
方

・
職
場
等
の
健
康
診
査
で
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

　
査
を
受
け
る
機
会
の
な
い
方

社
会
保
険
等
加
入
の
方

▼
基
本
健
康
診
査

　
社
会
保
険
等
に
加
入
し
て
い
る
方
と
そ
の

扶
養
家
族
の
方
は
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保

険
で
健
康
診
査
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

○
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導

○
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

　
住
民
課
国
保
年
金
係
 
（
２
）
１
４
６
２

○
生
活
機
能
評
価

　
住
民
課
介
護
保
険
係
 
（
２
）
１
４
６
２

○
39
歳
以
下
等
健
康
診
査

　
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

　
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー
 
（
２
）
８
１
４
１

○
社
会
保
険
等
加
入
の
方

　
そ
れ
ぞ
れ
の
加
入
保
険
者
事
業
所
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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目標数　50,000人　（単位：人）

22,508

628

454

23,590

23,322

505

402

24,229

102.7％

東 海 汽 船

全　日　空

新中央航空

合　　　計

前 年 対 比

22年 21年
平
成
22
年
2
月
の
来
島
者
数

　
波
浮
港
出
身
の
御
神
火
大
使
・
佐
々
木
襄

氏
と
横
浜
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
よ
る
男
声
合
唱

団
が
ふ
る
さ
と
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　
大
島
町
民
合
唱
団
は
ま
ゆ
う
も
賛
助
出
演

す
る
予
定
で
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

鑑
賞
く
だ
さ
い
。

﹇
日
時
﹈
４
月
23
日
（
金
）

　
　
　
　
午
後
６
時
30
分
開
演

　
　
　
　
　
　
　
（
６
時
開
場
）
　

﹇
場
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
大
集
会
室

﹇
曲
目
﹈
箱
根
八
里
・
熱
き
心
に
・
川
の
流

　
　
　
　
れ
の
よ
う
に
・
波
浮
の
港
　
他

﹇
入
場
料
﹈
無
料

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
教
育
文
化
課
社
会
教
育
係

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
１
４
５
３

﹇
町
長
室
﹈
▼
２
月
11
日
椿
の
女
王
コ
ン

テ
ス
ト
▼
15
日
東
京
都
町
村
会
▼
16
日
島

し
ょ
町
村
会
・
議
長
会
合
同
会
議
▼
17
日

町
村
長
・
議
会
議
長
と
東
海
汽
船
幹
部
と

の
意
見
交
換
会
▼
24
日
緊
急
減
災
対
策
会

議
▼
３
月
２
日
一
部
事
務
組
合
組
織
団
体

会
議
／
島
し
ょ
振
興
公
社
運
営
検
討
委
員

会
▼
４
日
議
会
運
営
委
員
会
／
循
環
型
施

設
整
備
特
別
委
員
会
▼
５
〜
６
日
海
洋
深

層
水
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
▼
９
日
大
島
町
議
会

定
例
会

行
政
の
う
ご
き
2
月
１０
日
〜
3
月
9
日

ふ
る
さ
と
コ
ン
サ
ー
ト

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
希

望
者
は
直
接
医
療
機
関
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　
医
療
セ
ン
タ
ー
で
接
種
を
希
望
す
る
場
合

は
、
予
防
接
種
予
診
票
・
予
防
接
種
済
証
を

福
祉
け
ん
こ
う
課
・
各
出
張
所
・
け
ん
こ
う

セ
ン
タ
ー
で
受
け
取
り
、
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
接
種
当
日
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方

は
、
接
種
費
用
を
町
が
助
成
し
ま
す
。

﹇
助
成
申
請
﹈

　
医
療
セ
ン
タ
ー
で
の
接
種
は
、
あ
ら
か
じ

め
助
成
券
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
他
の
医
療
機
関
等
で
接
種
し
、
自
己
負
担

さ
れ
た
方
は
必
要
書
類
を
添
え
償
還
払
い
の

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

﹇
必
要
書
類
﹈

　
①
接
種
し
た
医
療
機
関
等
が
発
行
し
た
「
新

　
　
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
接
種
済
証
」
（
幼

　
　
児
等
で
必
要
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
る

　
　
母
子
健
康
手
帳
で
も
可
）

　
②
医
療
機
関
等
で
発
行
し
た
領
収
書

　
③
印
鑑

　
④
接
種
費
用
振
り
込
み
先
口
座
の
通
帳
ま

　
　
た
は
カ
ー
ド

﹇
申
請
受
付
﹈

　
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー
・
福
祉
け
ん
こ
う
課
・

　
各
出
張
所

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
 
　
（
２
）
８
１
４
１

　
国
は
国
内
か
ら
麻
し
ん
を
排
除
す
る

こ
と
を
目
的
に
平
成
20
年
度
よ
り
5
年

間
の
期
間
限
定
で
、
こ
れ
ま
で
１
度
し

か
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
し
て
い
な
い
世
代

に
対
し
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
定
期
予
防

接
種
（
第
3
期
・
第
4
期
）
を
新
た
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

※
接
種
有
効
期
間
（
第
2
・
3
・
4
期
）

　
は
平
成
23
年
3
月
31
日
ま
で
で
す
。

※
接
種
有
効
期
間
を
過
ぎ
ま
す
と
自
費

　
負
担
と
な
り
ま
す
。

﹇
予
診
票
に
つ
い
て
﹈

（
第
1
期
）

　
1
歳
の
誕
生
日
月
に
郵
送
し
て
い
ま

す
。

（
第
2
・
3
・
4
期
）

　
平
成
22
年
度
の
対
象
者
に
は
、
4
月

の
中
旬
頃
に
郵
送
す
る
予
定
で
す
。
対

象
者
は
、
忘
れ
ず
に
接
種
を
受
け
ま
し

ょ
う
。

火
山
活
動
の
解
説

﹇
平
成
22
年
2
月
の
概
況
﹈

　
火
山
性
地
震
の
発
生
回
数
は
少
な
く
、

地
震
活
動
は
静
穏
に
経
過
し
ま
し
た
。
Ｇ

Ｐ
Ｓ
・
光
波
距
離
計
に
よ
る
観
測
で
は
、

地
下
深
部
へ
の
マ
グ
マ
注
入
に
よ
る
と
考

え
ら
れ
る
長
期
的
な
島
全
体
の
膨
張
傾
向

が
継
続
し
て
い
ま
す
。
短
期
的
に
は
平
成

21
年
秋
こ
ろ
か
ら
収
縮
傾
向
が
み
ら
れ
ま

す
。
今
後
の
火
山
活
動
に
注
意
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
は
静
穏
な
状
態
で
、

三
原
山
山
頂
火
口
周
辺
に
影
響
を
及
ぼ
す

噴
火
の
兆
候
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
噴
火

警
戒
レ
ベ
ル
は
１
（
平
常
）
で
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　
火
山
防
災
連
絡
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
１
１
６
６

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

平成22年度の予防接種対象者

1歳から2歳未満
小学校就学前の
お子さん
H16年4月2日
～H17年4月1日
中学1年相当の方
H9年4月2日
　～H10年4月1日
高校3年相当の方
H4年4月2日
　～H5年4月1日

対　象　者
第1期

第2期

第3期

第4期



平成22年4月号

元気あふれるよさこい舞隊

手作りの夜祭りを楽しむ多くの観客

23 広報おおしま

　
４
月
１
日
、
大
島
観
光
案
内
セ
ン
タ
ー

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　
観
光
案
内
窓
口
の
拠
点
と
し
て
セ
ン
タ

ー
内
に
観
光
協
会
を
設
置
し
、
観
光
客
に

対
し
よ
り
よ
い
情
報
の
提
供
と
き
め
細
か

な
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

→
金
閣
寺
の
茶
室
な
ど
を
手
掛
け
た
左
官
職
人
の

久
住
有
住
氏
が
椿
や
地
層
断
面
で
大
島
を
表
現
し

た
内
部
壁
面

　
東
海
汽
船
・
大
島
空
港
・
七
島
信
用
組
合
・
椿
園
・
紅
屋
・

柳
屋
・
大
和
館
・
温
泉
ホ
テ
ル
・
川
崎
売
店
・
南
島
館
・
ワ
イ

ズ
ド
リ
ー
ム
な
ど
た
く
さ
ん
の
事
業
所
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
来
年
の
椿
ま
つ
り
も
同
様
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
あ

ん
娘
復
活
に
ご
協
力
い

た
だ
け
る
方
は
観
光
商

工
課
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
観
光
商
工
課
振
興
係

　
　
（
２
）
１
４
４
６

みずほ銀行にも
あん娘姿が

町役場に
も

あん娘姿
が

　
２
月
19
日
（
金
）
、
元
町
港
船
客
待
合

所
に
て
夜
祭
り
が
ス
タ
ー
ト
し
、
３
月
21

日
ま
で
の
毎
晩
と
３
月
27
日
・
28
日
の
合

計
31
日
間
開
催
さ
れ
、
椿
ま
つ
り
期
間
中

の
夜
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
ス
ポ
ッ
ト

と
な
り
ま
し
た
。

　
ス
ー
パ
ー
あ
ん
こ
娘
や
キ
ッ
ズ
、
御
神

火
太
鼓
、
あ
ん
こ
さ
ん
の
手
踊
り
、
御
神

火
よ
さ
こ
い
舞

隊
な
ど
、
毎
晩

さ
ま
ざ
ま
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
企

画
さ
れ
、
集
ま

っ
た
島
民
や
観

光
客
の
み
な
さ

ん
は
賑
や
か
な

大
島
の
夜
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　
２
月
15
日
（
月
）
〜
19
日
（
金
）
ま
で
の
５
日
間
、

国
士
舘
大
学
の
留
学
生
９
名
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど

を
通
し
て
、
大
島
の
産
業
研
修
や
文
化
体
験
を
行
い

ま
し
た
。

　
昨
年
９
月
に
引
き
続
き
２
度
目
と
な
る
今
回
は
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
・
ス
リ
ラ
ン
カ
・
ネ
パ
ー
ル
・
中
国
・

韓
国
と
５
カ
国
か
ら
の
留
学

生
で
、
７
世
帯
の
家
庭
と
４

か
所
の
民
宿
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
さ
く
ら
小
学
校
へ
の
一
日

体
験
入
学
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
国
の
言
葉
の
違
い
な
ど
を
説
明
し
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
覚
え

た
て
の
英
語
で
大
島
の
生
活
を
紹
介
し
て
も
ら
う
な
ど
、
国
際

交
流
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

日本のお父さん・
お母さん、ありがとう！

く
す
み
な
お
き

培

●ま・ち・の・わ・だ・い

☆
話
題
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
ま
ち
っ
て
み
ん
な
イ
キ
イ
キ
し
て
る

●
ま
・
ち
・
の
・
わ
・
だ
・
い
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〜
椿
ま
つ
り
を
見
学
〜

　
３
月
14
日
（
日
）
、
下
田
市
の
石
井

直
樹
市
長
と
市
民
の
方
々
が
、
下
田
市

民
号
ジ
ェ
ッ
ト
船
で
椿
ま
つ
り
を
見
学

し
ま
し
た
。

　
45
名
の
募
集
に
多
く
の
参
加
希
望
が

あ
り
、
81
名
で
来
島
し
た
み
な
さ
ん
は

三
原
山
や
椿
プ
ラ
ザ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
今
後
も
下
田
〜
大
島
航
路
が
存
続
・

繁
栄
し
、
互
い
の
交
流
が
深
ま
る
よ
う
、

み
な
さ
ん
も
下
田
へ
出
掛
け
て
み
ま
せ

ん
か
？

大島藤倉学園

市川流九女葉会

波浮港福祉作業所

実月会

元町十二日会

大島町公私立保育園年長児

寿三典会 波浮港祭唄昔唄保存会

元町婦人会　磯ゆり会

差木地じねんじょ会

　
３
月
14
日
（
日
）

開
発
総
合
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
第
26

回
大
島
町
文
化
祭

芸
能
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
３
月
の

開
催
と
な
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
例
年

よ
り
出
演
が
少
な

か
っ
た
も
の
の
、
一
般
芸
能
の
部
に
13
団
体
が
出
演
し
、

演
奏
・
合
唱
・
ダ
ン
ス
・
舞
踊
な
ど
、
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
郷
土
芸
能
の
部
で
は

７
団
体
が
各
地
域
の
特
色
あ
ふ
れ
る
芸
能
を
披
露
し
ま

し
た
。

　
３
５
０
名
を
越
え
る
観
客
か
ら
は
盛
ん
に
声
援
や
拍

手
が
送
ら
れ
、
会
場
は
賑
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

●ま・ち・の・わ・だ・い
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○
廃
墟
に
乞
う

　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
著
者
﹈
佐
々
木
譲

　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
発
行
﹈
文
藝
春
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
休
職
中
の
刑
事
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
と
へ
さ
ま
ざ
ま
な
事

　
　
　
　
　
　
　
　
件
が
舞
い
込
む
。
直

木
賞
受
賞
の
連
作
短
編
集
。

○
高
峰
秀
子
の
流
儀

　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
著
者
﹈
斎
藤
明
美

　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
発
行
﹈
新
潮
社

　
　
　
　
　
　
　
　
大
女
優
・
高
峰
秀
子

　
　
　
　
　
　
　
　
の
人
生
と
考
え
方
か

　
　
　
　
　
　
　
　
ら
学
ぶ
一
冊
。

○
北
緯
14
度

　﹇
著
者
﹈　
山
秋
子
　﹇
発
行
﹈講
談
社

　
大
切
な
こ
と
を
考
え
る
、セ
ネ
ガ
ル
紀
行
。

○
学
校
で
飼
う
身
近
な
生
き
物

　
飼
い
方
観
察
完
全
ガ
イ
ド（
全
8
巻
）

　
　
　
　
　
　
　
﹇
監
修
﹈
小
宮
輝
之

　
　
　
　
　
　
　
﹇
著
者
﹈
木
村
義
志

　
　
　
　
　
　
　
﹇
発
行
﹈
学
習
研
究
社

　
　
　
　
　
　
　
小
動
物
や
昆
虫
・
水
辺

　
　
　
　
　
　
　
の
生
き
物
な
ど
、
身
近

な
生
き
物
の
飼
い
方
が
わ
か
る
シ
リ
ー
ズ
。

○
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
の
ひ
み
つ

﹇
漫
画
﹈
田
中
久
志

﹇
発
行
﹈
学
研
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ
も
食
べ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ー
メ
ン
の
ひ
み
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
を
マ
ン
ガ
で
楽
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
知
ろ
う
。

大
島
町
図
書
館

﹇
開
館
時
間
﹈
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

﹇
休

館

日
﹈
毎
週
月
曜
日
・
祝
日

﹇
貸
出
期
間
﹈
貸
出
の
翌
日
か
ら
10
日
間

﹇
場
　
　
所
﹈
大
島
警
察
署
入
口

Ka pua O Mihala

野増大宮神社祭り保存会岡田古歌保存会

中之島流大正琴・琴志摩会

ロバのララダンスフォーメーション

寿三典会

野増松原楽団

元町南組

元町北組 アロハナ

大島立花会

●ま・ち・の・わ・だ・い
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坂
下
　
栞
理
ち
ゃ
ん
　
　
裕
一
・
友
紀
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
／
1
（
北
の
山
）

小
池
　
瑛
斗
く
ん
　
　
　
潤
・
由
香

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
／
8
（
元
　
町
）

野
崎
　
文
太
く
ん
　
　
　
雄
介
・
友
紀
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
／
23
（
元
　
町
）

脇
澤
　
咲
ち
ゃ
ん
　
　
　
瑞
樹
・
明
希
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
／
24
（
泉
　
津
）

中
島
　
冴
香
ち
ゃ
ん
　
　
雅
之
・
広
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
／
24
（
元
　
町
）

2
／
６
〜
３
／
５
ま
で
に

　
届
け
出
の
あ
っ
た
人
（
敬
称
略
）

赤
ち
ゃ
ん
　
　
　
　
父
・
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
／
日
　
住
　
所

え
い
と

ぶ
ん
た

さ
き

さ
え
か

し
お
り

　
今
で
は
珍
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
大
島
ゆ

か
り
の
野
草
「
イ
ズ
ノ
シ
マ
ダ
イ
モ
ン
ジ
ソ

ウ
」
と
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
株
を
育
成
し
、

自
生
地
に
似
た
環
境
の
場
所
に
移
植
す
る
活

動
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
作
業
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

﹇
日
時
﹈
４
月
４
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

　
　
　
　
（
雨
天
の
場
合
は
11
日
に
順
延
）

﹇
場
所
﹈
愛
宕
山
北
側
遊
歩
道
入
口
付
近

※
移
植
ゴ
テ
な
ど
お
持
ち
の
方
は
持
参
く
だ

　
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　
大
島
野
草
を
守
る
会
　
藤
井
ト
ラ
オ

　
　
　
　
０
９
０
―
４
０
２
６
―
０
６
４
５

大 大
島
公
園
だ
よ
り
№
１３９

《
4
月
の
ふ
れ
あ
い
》

１０
日（
土
）・
１１
日（
日
）

２４
日（
土
）・
２５
日（
日
）

１０:

３０
〜
１1:

３０

島
公
園
で
飼
育
し
て
い
る
オ
ジ
ロ

ワ
シ
の
つ
が
い
は
、
オ
ス
の
ハ
ヤ

ト
（
24
歳
）
と
メ
ス
の
ア
サ
ヒ
（
28
歳
）

で
す
。
こ
の
夫
婦
は
４
年
前
に
繁
殖
に
成

功
し
、
日
本
動
物
愛
護
協
会
か
ら
表
彰
を

受
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
繁

殖
が
う
ま
く
い
か
ず
、
昨
年
も
産
卵
は
し

た
も
の
の
雛
は
孵
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

こ
で
今
年
は
巣
の
上
に
小
型
カ
メ
ラ
を
付

け
、
産
卵
と
抱
卵
（
親
鳥
が
卵
を
あ
た
た

め
る
こ
と
）
を
観
察
で
き
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
１
月
中
旬
、
夫
婦
が
巣
の
近
く
に

来
る
よ
う
に
な
り
、
巣
作
り
に
使
う
木
の

枝
や
干
草
な
ど
を
動
物
舎
に
入
れ
ま
し
た
。

２
月
初
旬
、
ア
サ
ヒ
の
巣
づ
く
り
が
カ
メ

ラ
で
観
察
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
２
羽
の

繁
殖
行
動
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
３

月
６
日
に
１
つ
、
10
日
に
も
う
１
つ
の
卵

を
カ
メ
ラ
で
確
認
で
き
ま
し
た
。
オ
ジ
ロ

ワ
シ
は
抱
卵
中
と
て
も
神
経
質
に
な
り
ま

す
。
近
づ
か
ず
観
察
で
き
る
カ
メ
ラ
の
お

か
げ
で
、
飼
育
係
も
安
心
し
て
彼
ら
を
サ

ポ
ー
ト
で
き
ま
す
。
抱
卵
期
間
は
約
35
日

で
す
。
無
事
に
雛
が
孵
る
よ
う
、
応
援
し

て
い
て
く
だ
さ
い
ね
。

園
事
務
所
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

１
階
に
「
大
島
の
自
然
」
を
紹
介
す

る
小
さ
な
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
で
き
ま
し
た

の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

 
 

公

﹇
内
容
﹈
木
材
に
焼
き
目
を
つ
け
て
、

名
前
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
彫
り
、
海
岸
で

拾
っ
た
材
料
や
貝
殻
・
砂
で
飾
り
付
け

て
表
札
を
作
成
し
ま
す
。

﹇
日
時
﹈

　
４
月
25
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜

﹇
場
所
﹈
海
の
ふ
る
さ
と
村

　
　
　
　
セ
ン
ト
ラ
ル
ロ
ッ
ジ

﹇
費
用
﹈
食
事
込
み
　
１，
０
０
０
円

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
海
の
ふ
る
さ
と
村
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）
１
１
３
７

◆
愛
宕
山
観
察
会

　
　
身
近
な
野
草
を
見
直
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ま
し
ょ
う

﹇
日
時
﹈
４
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　
《
雨
天
の
場
合
は
18
日
（
日
）
》

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

﹇
集
合
﹈
自
然
休
養
村
・

　
　
　
　
郷
土
資
料
館
駐
車
場

※
山
道
で
す
の
で
、
し
っ
か
り
し
た
靴
・

　
服
装
で
飲
物
等
も
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

﹇
担
当
﹈
浜
田
　
（
２
）
９
０
７
５

◆
洋
上
探
鳥
会

　
　
島
々
を
巡
り
な
が
ら
海
鳥
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
察
し
ま
す

﹇
日
時
﹈
５
月
８
日
（
土
）

　
　
　
《
雨
天
・
荒
天
の
場
合
は
中
止
》

　
　
　
　
午
前
６
時
〜
午
後
２
時
10
分

﹇
集
合
﹈
出
帆
港
待
合
所

　
（
大
型
船
で
神
津
島
往
復
・
日
帰
り
）

﹇
持
ち
物
﹈
船
賃
２，
７
０
０
円
・
お

　
　
　
　
　
弁
当
・
飲
み
物
・
あ
れ
ば

　
　
　
　
　
双
眼
鏡
な
ど

※
外
甲
板
で
の
観
察
で
す
の
で
、
防
寒

　
衣
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

﹇
担
当
﹈
成
瀬
　
（
４
）
０
８
７
７

 

［日　　時］4月18日（日）小雨決行
［集合場所］大島公園第二駐車場
［順　　路］公園→海のふるさと村
　　　　　　→三太沢→フノウの滝
　　　　　　→公園
［時　　間］9:15～15:00頃まで
［持　　参］雨具、防寒具、昼飯
　　　　　　飲み物、手袋等
［条　　件］すべて自己責任、
　　　　　　交通規則遵守

天候等都合によりコースを
変更することがあります。

（この先の予定）5月16日（日）ツツジウォーク

＊三太沢フノウめぐりウォーク＊

丸尾 時彦    （4）0498
田村 孝治    （4）1234
北原 末松    （2）0759
井上 智雄    （4）1921
高橋 敏生    （4）1271
清水 和子    （2）3029

1

1

1

1

1

1

問い合わせ、相談、要望等
は下記へご連絡ください。

O W C 伊 豆 大 島《               　　》ウォーキングクラブ

培
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2
／
６
〜
3
／
５
ま
で
に
届
け
出
が
あ
っ
た
人

佐
藤
か
ね
子
さ
ま（
91
・
北
の
山
）
2
／
5

斉
藤
　
勝
仁
さ
ま（
47
・
元
　
町
）
2
／
5

植
松
　
芳
道
さ
ま（
87
・
北
の
山
）
2
／
6

塚
上
知
惠
次
さ
ま（
59
・
岡
　
田
）
2
／
7

石
川
い
ま
子
さ
ま（
84
・
元
　
町
）
2
／
12

橋
本
　
文
代
さ
ま（
64
・
差
木
地
）
2
／
14

吉
薗
　
明
紀
さ
ま（
74
・
ク
ダッ
チ
）
2
／
17

森
　
　
廣
吉
さ
ま（
74
・
差
木
地
）
2
／
18

諸
星
　
光
喜
さ
ま（
69
・
北
の
山
）
2
／
19

沖
山
き
み
子
さ
ま（
85
・
ホ
ー
ム
）
2
／
19

井
澤
　
カ
ズ
さ
ま（
84
・
差
木
地
）
2
／
19

白
石
　
敏
雄
さ
ま（
73
・
元
　
町
）
2
／
22

武
石
タ
カ
子
さ
ま（
72
・
ホ
ー
ム
）
3
／
2

服
部
　
一
郎
さ
ま（
85
・
元
　
町
）
3
／
4

﹇
内
　
容
﹈
た
ね
ま
き
と
鉢
づ
く
り

﹇
日
　
時
﹈
4
月
24
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

﹇
場
　
所
﹈
椿
公
園
（
元
町
）

﹇
費
　
用
﹈
教
材
費
５
０
０
円

﹇
主
　
催
﹈
伊
豆
大
島
花
の
会

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　
　
　
　
宮
脇
四
郎
　
（
２
）
１
８
２
４

　
本
校
は
、
仕
事
と
学
業
を
両
立
し
た
い
方
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
じ
っ
く
り
と
学
習
に
取
り

組
み
た
い
方
な
ど
、
様
々
な
方
の
ご
要
望
に

お
応
え
で
き
る
学
校
で
す
。
特
に
中
学
校
を

卒
業
し
た
方
で
高
等
学
校
に
進
学
さ
れ
て
い

な
い
方
に
は
、
再
び
学
び
の
場
に
戻
る
よ
い

機
会
で
す
。

 
多
く
の
方
々
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

◎
定
員
（
第
一
学
年
30
名
）
に
な
り
次
第
締

　
め
切
り
と
な
り
ま
す
。

◎
第
四
次
募
集
ま
で
実
施
す
る
予
定
で
す
が
、

　
４
月
下
旬
に
は
募
集
を
終
了
し
ま
す
。
具

　
体
的
な
日
程
、
検
査
内
容
等
、
詳
細
は
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
希
望
者
に
は
進
学
相
談
を
さ
せ
て
頂
き
ま

　
す
。
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
大
島
高
等
学
校
　
（
２
）
１
４
３
１
　

　
定
時
制
副
校
長
　
千
葉

http://w
w
w
.osim

a-h.m
etro.tokyo.jp/

　
サ
ッ
カ
ー
が
好
き
な
少
年
・
少
女
募
集

﹇
練
習
日
﹈

　
①
毎
週
火
曜
日
　
午
後
４
時
30
分
〜
６
時

　
②
毎
週
土
曜
日
　
午
前
９
時
〜
11
時
30
分

﹇
練
習
場
所
﹈
つ
ば
き
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

﹇
募
集
期
間
﹈
随
時

﹇
対
象
﹈
小
学
校
１
年
生
〜
６
年
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
女
（
全
島
）

﹇
会
費
﹈

　
１
ヶ
月
５
０
０
円
×
加
入
月
数

　
　
　
　
　
＋
保
険
料
（
年
間
６
０
０
円
）

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　
代
表
　
菊
地
　
（
４
）
２
０
５
８

　
　
監
督
　
渡
辺
　
（
２
）
４
５
５
９

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
員
募
集

　
大
島
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
（
Ｏ

Ｊ
Ｖ
Ｃ
）
で
は
、
平
成
22
年
度
の
部
員
を
募

集
し
ま
す
。

﹇
対
　
象
﹈
小
学
１
年
〜
６
年
生
の
男
女

﹇
練
習
日
﹈
毎
週
水
・
木
曜
日

　
　
　
　
　
　
午
後
５
時
〜
７
時
30
分

　
　
　
　
　
毎
月
第
１
・
３
・
５
土
曜
日
　

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

　
　
　
　
　
毎
月
第
２
・
４
月
曜
日
　

　
　
　
　
　
　
午
後
５
時
〜
７
時
30
分

﹇
場
　
所
﹈
中
北
部
小
学
校
体
育
館

﹇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　
　
　
柏
木
　
（
２
）
０
１
８
３

　
　
　
　
植
松
　
（
２
）
３
３
８
８

　
　
　
　
川
島
　
（
２
）
８
８
８
０

大
島
マ
リ
ン
ズ
F
C

選
手
募
集
（
大
島
サ
ッ
カ
ー
協
会
加
盟
）

ま
だ
間
に
合
い
ま
す
！

大
島
高
校
定
時
制
生
徒
募
集（
第
一
学
年
）

〜
島
の
定
時
制
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
〜

﹇
相
談
日
﹈月
・
水
・
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

﹇
相
談
時
間
﹈午
後
1
時
〜
午
後
4
時

※
事
前
予
約
は
、月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午

　
前
9
時
〜
午
後
5
時
に
お
願
い
し
ま
す
。

﹇
予
約
・
相
談
電
話
番
号
﹈

　
　
0
3（
5
3
8
8
）2
2
4
5

　
東
京
都
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局
　
都
民
の
声
課

4月の相談日

月・水・金

2

9

16

23

7

14

21

5

12

19

26

電
話
で
弁
護
士
に
相
談
で
き
る

「
島
し
ょ

　
　
法
律
相
談
」で
す
。

「
島
し
ょ

　
　
法
律
相
談
」で
す
。

※出発時刻の15分前までに保安検査場をお通
　りいただけるよう余裕をもって空港へお越
　しください。

航空便発着時刻表
4月1日～4月30日

東　京　　大 島　　東 京便名 機　種

１８４３
１８４４

DHC8
9：15発

11：00着
  9：55着
10：25発

●ANA予約・料金・問い合わせ
　　  ０５７０（０２９）２２２
●貨物運航等の問い合わせ
　　（２）２３３７



28広報おおしま 編集発行／大島町役場町長室　〒100－0101  東京都大島町元町1－1－14　　04992㈪1444 古紙配合率100％再生紙を使用しています

おおしま
住民カレンダー April（卯月）4月4月

日 Sunday 月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday

1

8

15

22

29

6

6

13

20

27

4

5

12

19

26

3

7

14

21

28

5

2

9

16

23

30

7

3

10

17

24

1

8

大島海洋国際高校
図書館開放日
（土のみ2時～4時）

移動図書館車
ひまわり号巡回日
（雨天中止）

ご
み
収
集

普通ごみ
金属類

元－元町、北－元町字仲野馬の背以北及び北の山
岡－岡田、泉－泉津、野－野増、間－間伏
差－差木地、ク－クダッチ、波－波浮港、沖の根

注：差木地沖の根地区の方は、波浮港地区の収集日に収集しています。

《
ク
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
》
ご
み
は
正
し
く
分
別
し
て
朝
8
時
ま
で
に
出
し
ま
し
ょ
う
。
＊
こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
3
月
20
日
現
在
の
も
の
で
す
。
そ
の
後
の
日
程
変
更
等
に
つ
い
て
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

元 　 町
北 の 山
岡 　 田
泉 　 津
野 　 増
差 木 地
波 浮 港

計
昨 年

1,475世帯
774 〃 
464 〃 
234 〃 
336 〃 

1,077 〃 
465 〃 

4,825世帯
4,862世帯

2,773人
1,437〃　
924〃　
430〃　
580〃　
1,871〃　
719〃　

8,734人
8,841人

4

11

18

25

2

　
（
２２
・
３
・
1
）
　
　
　

大
島
町
の
世
帯
と
人
口

元1.2・北・野・ク
間

元1.2・北・野・ク
間

元1.2・北・野・ク
間

元1.2・北・野・ク
間

元1.2・北・野・ク
間

元1.2・北・野・ク
間波

波

波

プラスチック製品
（主に硬い素材のもの）
（各地区回収箱）

元1.2・北・野・差
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野・差
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野・差
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野・差
北部地区
（各地区回収箱）

空き缶（ジュース・ビール等
飲み物用の缶のみ）
ペットボトル

（各地区回収箱）

空き缶（ジュース・ビール等
飲み物用の缶のみ）
ペットボトル

（各地区回収箱）

空き缶（ジュース・ビール等
飲み物用の缶のみ）
ペットボトル

（各地区回収箱）

空き缶（ジュース・ビール等
飲み物用の缶のみ）
ペットボトル

（各地区回収箱）

空き缶（ジュース・ビール等
飲み物用の缶のみ）
ペットボトル

（各地区回収箱）

法律相談
6・9カ月児健診

こころの健康相談
歯周病予防相談

ちびっ子歯科相談

農業委員会

ふるさとコンサート高血圧予防栄養相談
こころの健康相談

コレステロール予防
6・9カ月児健診

消費生活相談
6・9カ月児健診

水道料金納付期限

糖尿病予防栄養相談
親子で歯科相談

御神火温泉休館日

北の山保育園
入園式

町立保育園入園式 波浮保育園入園式

小学校入学式
6・9ヵ月児健診

中学校入学式サンセットパームライン
駅伝競走大会

御神火温泉休館日 大島町体育祭
野球大会・
バレーボール大会
（中学生の部）
桜かぶ祭り（～11日）

（5月）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

ク・間

ク・間

ク・間

発泡スチロール
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉・波

プラスチック製品
（主に硬い素材のもの）
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉・波

元3.4・岡・泉・波

元3.4・岡・泉・波

元3.4・岡・泉・差
南部地区
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉・差
南部地区
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉・差
波
南部地区
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉・差
南部地区
（各地区回収箱）

ク・間
発泡スチロール
（各地区回収箱）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

北部地区
（各地区回収箱）

びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉・差

南部地区
（各地区回収箱）

波

元3.4・岡・泉・差

南部地区
（各地区回収箱）

4月23日（金）
午後6時30分～
開発総合センター

（北部）

（北部）

（南部）

（南部）

（南部）

昭和
の日

憲法
記念日

みどり
の日

こども
の日

燃やせるゴミ
全地区収集

燃やせるゴミ
収集しません

燃やせるゴミ
収集しません

燃やせるゴミ
収集しません

燃やせるゴミ
収集しません


